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ソリューションの概要

レーダービデオ融合カメラは、完全統合型のレーダーモジュールを搭載したビジュアルカメラで
す。そのため、このカメラは、近づいているまたは遠ざかっている車両の速度をレーダーで測定
し、ビデオでナンバープレートをキャプチャーすることができます。

AXIS Q1686-DLEを、AXIS License Plate Verifierのようなオプションのナンバープレートキャプ
チャーアプリケーションやサードパーティ製ソリューションと一緒に使用して、カメラから提供
される画像と速度を処理します。

AXIS Q1686-DLEは、高速道路脇のポールに取り付けられ、近づいている車両の速度を測定し、ナンバープレートをキャ
プチャーします。

レーダー・ビデオフュージョン

AXIS Q1686-DLEの各テクノロジー (レーダー、ビデオ、オプションのナンバープレートキャプ
チャーソフトウェア) は、独自のメタデータを生成します。メタデータには、速度、物体クラス、
方向、ナンバープレート情報などの情報が含まれます。この装置が特別なのは、メタデータを融
合する、つまり同じ車両のスピードとナンバープレートを結び付けることです。

注
AXIS Q1686-DLEは、ビデオ管理ソフトウェア (VMS) または他のプラットフォームで処理する必
要がある、融合メタデータを生成します。VMSは、RTSPメタデータストリームを通じてメタ
データを要求し、そのデータを使用してアクションやログ統計をトリガーできます。
融合メタデータは、装置のWebインターフェースでは使用できません。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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インストール

このビデオでは、レーダービデオ融合カメラの設置例を示します。

すべての設置シナリオの詳細な手順と重要な安全情報については、axis.com/products/axis-q1686-
dle/supportで設置ガイドを参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

注:このビデオのカメラの光学ユニットは、AXIS Q1686-DLEのものと同一ではありません。

プレビューモード

プレビューモードは、設置担当者が設置中にカメラビューを微調整する際に最適です。プレ
ビューモードでは、カメラビューにアクセスするのにログインする必要はありません。このモー
ドは、装置の電源投入から一定時間、工場出荷時の設定状態でのみ使用できます。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

このビデオでは、プレビューモードの使用方法について説明しています。

検討事項

製製品品のの取取りり付付けけ場場所所

最適なビデオとレーダーの範囲を得るには、製品を適切に取り付けてください。ナンバープレー
トキャプチャーに使用するレーダービデオ融合カメラを取り付ける場合は、以下の点を考慮して
ください。

セセンンタターー取取りり付付けけままたたははササイイドド取取りり付付けけ

カメラは、道路の上のガントリーや道路脇の頑丈なポールに取り付けることができます。ナン
バープレートをキャプチャーし、車両の速度を測定する能力は、装置の取り付け高さ、位置、カ
メラのズーム、近づいているまたは遠ざかっている車両の速度などの要因によって影響を受けま
す。考えられる取り付けシナリオの詳細については、設置例, on page 9を参照してください。

環環境境

環境はビデオやレーダーの性能に影響を与えます。直射日光が当たると、画像が歪み、カメラが
ナンバープレートをキャプチャーする能力に影響を与える場合があります。道路標識、樹木、大
きな茂みなど、固体物や金属製の物体は、物体の背後に死角 (レーダーシャドウ) を作ってレー
ダーに影響を与えることがあります。検知範囲にあるコンテナや路面電車などの金属物体は、
レーダーの分類能力に影響を与える反射を引き起こす可能性があり、レーダーストリームにゴー
スト追跡や誤報が発生する可能性があります。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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1 実際の検知
2 反射の検知 (ゴースト追跡)

レレーーダダーーのの共共存存

60 GHz周波数バンドで動作するレーダーまたはレーダービデオ融合カメラを8台以上近接して取り
付けると、互いに干渉してレーダーの性能に影響を与える可能性があります。

ナナンンババーーププレレーートトキキャャププチチャャーーソソフフトトウウェェアア

AXIS Q1686-DLEは、ナンバープレートキャプチャーソフトウェアを搭載していません。ただし、
この装置はオープンプラットフォーム上に構築されているため、エッジ側やサーバー側でサード
パーティ製ソリューションと一緒に使用することができます。

AXIS Q1686-DLEは、エッジアプリケーションであるAXIS License Plate Verifierと一緒に使用するこ
とができます。この組み合わせは徹底的にテストされ、車両の速度や方向とナンバープレートを
結び付けるメタデータを生成します。装置をAXIS License Plate Verifierと一緒に使用する場合の装
置の取り付け方法の推奨事項については、取り付けの推奨事項, on page 13を参照してください。

ナンバープレートキャプチャー用のサードパーティ製オプションについては、axis.com/support/
tools/technology-partner-finderを参照してください。ソフトウェアの使用に関する推奨事項につ
いては、該当するサプライヤーにお問い合わせください。

レーダーのカバー範囲

AXIS Q1686-DLEのレーダーの水平検知領域は95°です。その検知範囲は、デバイスの設置の高さ
やチルト角度、走行車両の大きさや速度などの要因によって異なります。検知範囲はレーダープ
ロファイルによっても異なります。

このレーダーには、道道路路監監視視とエエリリアア監監視視の2つのプロファイルがあります。道路監視プロファイ
ルは200 km/hまでの車両追跡に最適化されており、エリア監視プロファイルは時速55 km/hまでの
人、車両、未知の物体の追跡に最適化されています。

デフォルトでは、AXIS Q1686-DLEのレーダープロファイルは [RRooaadd mmoonniittoorriinngg ((道道路路監監視視))] に設
定されています。道路監視に使用するレーダーの検知範囲の詳細については、道路検知範囲, on
page 7を参照してください。

エリア監視にAXIS Q1686-DLEを使用する場合は、[AArreeaa mmoonniittoorriinngg ((エエリリアア監監視視))] プロファイル
を選択してください。エリア監視に使用するレーダーの検知範囲の詳細については、エリア検知
範囲, on page 8を参照してください。

注
レーダープロファイルを変更するには、[RRaaddaarr >> SSeettttiinnggss >> DDeetteeccttiioonn ((レレーーダダーー>>設設定定 >>検検
知知))] に移動します。

道道路路検検知知範範囲囲

レーダーのrrooaadd mmoonniittoorriinngg pprrooffiillee ((道道路路監監視視ププロロフファァイイルル))は車両の検知に最適化されており、
レーダービデオ融合カメラを速度測定とナンバープレートキャプチャーに使用する場合にお勧め
します。道路監視プロファイルにより、レーダーは、最高時速200 km/hで移動する、近づいてい
るまたは遠ざかっている車両を監視する際に、+/- 2 km/hの速度精度を提供します。

レーダービデオ融合カメラの取り付け高さと車両の速度はレーダーの検知範囲に影響します。最
適な設置高さに取り付けることで、以下の範囲で近づいているまたは遠ざかっている車両を検知
します。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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• 50 km/h (31 mph) で走行する車両の場合は2255～～110000 mm ((8822～～332288 fftt))。
• 100 km/h (62 mph) で走行する車両の場合は4400～～8800 mm ((113311～～226622 fftt))。
• 200 km/h (125 mph) で走行する車両の場合は5500～～7700 mm ((116644～～223300 fftt))。

注
高速で走行する車両の検知漏れのリスクを最小限に抑えるには、物体タイプ [VVeehhiiccllee ((車車両両))] と
[UUnnkknnoowwnn ((不不明明))] でトリガーされるシナリオをレーダーに設定します。レーダーシナリオを設
定する方法の詳細については、シナリオの追加, on page 28を参照してください。

エエリリアア検検知知範範囲囲

検知範囲は、物体を追跡してアラームをトリガーできる距離です。検知範囲は、近距離検知限界
(装置にどれだけ近づいて検知できるか) から遠距離検知限界 (装置からどれだけ離れて検知できる
か) までの間で測定されます。

[aarreeaa mmoonniittoorriinngg pprrooffiillee ((エエリリアア監監視視ププロロフファァイイルル))] は人の検知用に最適化されていますが、最
大55 km/hで走行する車両やその他の物体を+/- 2 km/hの速度精度で追跡するためにも使用できま
す。

最適な高さに設置した場合、検知範囲は次のとおりです。

• 人の検知時は5〜60 m
• 車両の検知時hは5～90 m

注
• レーダーのキャリブレーションを行うときに、webインターフェースで取り付け高さを入
力します。

• 検知範囲はシーンや製品のチルト角度によって影響されます。
• 検知範囲は動く物体のタイプとサイズによって影響されます。

レーダーの検知範囲は以下の条件下で測定されました。

• 範囲は地面に沿って計測されています。
• 物体は、身長170 cm (5 ft 7 in) の人でした。
• この人はレーダーの前をまっすぐ歩いていました。
• これらの値は、人が検知ゾーンに入ったときに計測されました。
• レーダー感度は [MMeeddiiuumm ((中中))] に設定されていました。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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取り付け
位置の高
さ

チルト
15°

チルト
20°

チルト
25°

チルト
30°

チルト
35°

チルト
40°

チルト
45°

3.5 m
(11 ft)

6.0～60+
m
(19～196
+ ft)

5.0～60+
m
(16～196
+ ft)

4.0～60+
m
(13～196
+ ft)

4.0～60 m
(13～196
ft)

4.0～55 m
(13～180
ft)

4.0～40 m
(13～131
ft)

4.0～30 m
(13～98
ft)

4.5 m
(14 ft)

6.0～60+
m
(19～196
+ ft)

6.0～60+
m
(19～196
+ ft)

5.0～60+
m
(16～196
+ ft)

4.0～60+
m
(13～96+
ft)

4.0～60 m
(13～196
ft)

4.0～45 m
(13～147
ft)

4.0～40 m
(13～131
ft)

6 m
(19 ft)

10～60+
m
(32～196
+ ft)

9.0～60+
m
(29～196
+ ft)

7.0～60+
m
(22～196
+ ft)

6.0～60+
m
(19～196
+ ft)

6.0～60 m
(19～196
ft)

5.0～55 m
(16～180
ft)

5.0～55 m
(16～180
ft)

8 m
(26 ft)

16～60 m
(52～196
ft)

14～60 m
(45～196
ft)

10～60 m
(32～196
ft)

8.0～60+
m
(26～196
+ ft)

8.0～60+
m
(26～196
+ ft)

7.0～60 m
(22～196
ft)

7.0～60 m
(22～196
ft)

10 m
(32 ft)

21～60 m
(68～196
ft)

19～60 m
(62～196
ft)

14～60 m
(45～196
ft)

12～60+
m
(39～196
+ ft)

10～60+
m
(32～196
+ ft)

9.0～60 m
(29～196
ft)

9.0～60 m
(29～196
ft)

12 m
(39 ft)

25～60 m
(82～196
ft)

23～60 m
(75～196
ft)

19～60 m
(62～196
ft)

16～60+
m
(52～196
+ ft)

13～60+
m
(42～196
+ ft)

11～60 m
(36～196
ft)

11～55 m
(36～180
ft)

注
• レーダー感度を [LLooww ((低低))] に設定すると検知範囲は20%狭くなり、[HHiigghh ((高高))] に設定する
と検知範囲は20%広くなります。

• 設置場所で融合ゾーンの外側に小動物が現れることが予想される場合、レーダー感度を
[LLooww ((低低))] に設定することで、誤報を最小限に抑えることができます。ただし、これにより
検知範囲は狭くなります。

設置例と使用例

設設置置例例

セセンンタターー取取りり付付けけ

レーダービデオ融合カメラは、道路のガントリー上に取り付けることができます。これは、隣接
する2つの車線で速度を測定し、ナンバープレートをキャプチャーする場合にお勧めします。

ナンバープレートを真正面から表示するためにカメラを車両の上方に設置し、ナンバープレート
をキャプチャーしようとする車線が画像に含まれるようにズームしてください。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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レーダーに向かってくるのではなく、レーダービデオ融合カメラから遠ざかっている車両のナン
バープレートと速度をキャプチャーする場合も、同じタイプの設置が可能です。

ササイイドド取取りり付付けけ

レーダービデオ融合カメラは、道路脇の頑丈なポールに取り付けることができます。ナンバープ
レートをキャプチャーする車線が画像に含まれるようにズームインしてください。

このタイプの設置で2車線のナンバープレートをキャプチャーする場合は、カメラと道路の最も遠
い車線の中心との間の横横方方向向のの距距離離を、最大7 m (23 ft) にする必要があります。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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パパンン角角度度 ((aa)) とキキャャププチチャャーー距距離離 ((bb)) の詳細、およびAXIS License Plate Verifierを使用する際の装
置の取り付け方法に関する推奨事項については、取り付けの推奨事項, on page 13を参照してくだ
さい。

ナンバープレートキャプチャーの一般情報については、axis.com/learning/white-papersのホワイ
トペーパー「ナンバープレートキャプチャー」を参照してください。

道道路路監監視視のの使使用用例例

不不正正なな方方向向をを検検知知

高速道路のランプで逆走車両の速度とナンバープレートをキャプチャーするために、交通管制で
はAXIS License Plate VerifierをインストールしたAXIS Q1686-DLEを使用しています。

取り付けの推奨事項, on page 13に従って、ランプに面したポールにカメラを取り付けます。信頼
性の高い検知を行うため、装置のWebインターフェースのレーダーページでライン横断シナリオ
を設定し、車両が2本の垂直ラインを横切ったときにのみアラームがトリガーされるように設定し
ます。レーダーシナリオで、ランプ上に2本のラインを配置し、アラームをトリガーする走行方向
と速度を指定しています。

接近車両の逆走検知

この設定により、レーダーは逆走している車両とその速度を検知します。同時に、カメラは車両
を視覚的に識別し、そのナンバープレートをキャプチャーすることができます。この設定では、
たとえば、車両がラインを横断したときに録画をトリガーしたり、ドライバーに警告する外部ラ
イトをトリガーしたりするイベントルールを作成できます。さらに、ナンバープレート情報を
サーバー側で処理することができます。

リアナンバープレートをキャプチャーする場合も、同様の設定が可能です。レーダーは走行中の
車両の速度を測定し、カメラはリアナンバープレートをキャプチャーします。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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遠ざかっている車両の逆走検知

録画をトリガーするルールを作成する方法の例については、車両が逆走している場合は、録画を
トリガーします。, on page 35を参照してください。

ススピピーードド違違反反検検知知

高速道路でのスピード違反者を検知するために、交通管制ではAXIS License Plate Verifierを搭載し
たAXIS Q1686-DLEを使用しています。この設定により、ナンバープレートをキャプチャーし、時
速200km (125 mp) 以下で走行する車両の速度を測定することができます。

カメラを門型架台上に設置してナンバープレートを撮影し、遠ざかっている車両の速度を測定し
ています。取り付けの推奨事項, on page 13の推奨に従い、速度測定とナンバープレートキャプ
チャー用に装置を最適化する, on page 18の手順に沿ってカメラを設定しています。また、速度と
ナンバープレートのメタデータを処理するために、ビデオ管理システム (VMS) を使用していま
す。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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遠ざかっている車両のスピード違反検知

取り付けの推奨事項

AXIS Q1686-DLEは、AXIS License Plate Verifierアプリケーションで徹底的にテストされています。
以下の表に示す当社の推奨事項は、カメラ、レーダー、アプリケーションを組み合わせた場合の
性能に基づいています。

高速で走行する車両のナンバープレートをキャプチャーする装置の最適な距離は、40 mです。表
に示すように、ナンバープレートは40 mより近くても遠くてもキャプチャーできますが、速度は
遅くなります。

セセンンタターー取取りり付付けけ

この表は、カメラと道路の間に横方向の距離がない、道路上のガントリーに設置された装置の推
奨事項を示しています。

速速度度 車車線線 取取りり付付けけ位位置置のの
高高ささ

キキャャププチチャャーー距距
離離

チチルルトト角角度度

最大80 km/h 2 6 m 25 m 13°

2 8 m (26.2 ft) 25 m 18°

最大104 km/h 2 8 m (26.2 ft) 50 m (164 ft) 9°

最大125 km/h 2 6 m 50 m (164 ft) 7°

最大160 km/h 2 8 m (26.2 ft) 40 m 11°

最大200 km/h 2 6 m 40 m 9°

ササイイドド取取りり付付けけ

この表は、道路脇のポールに取り付けた装置で、カメラから道路上の最も遠い車線の中心までの
横方向の距離が最大7mの場合の推奨事項を示しています。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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速速度度 車車線線 取取りり付付けけ位位置置
のの高高ささ

キキャャププチチャャーー
距距離離

チチルルトト角角度度 パパンン角角度度

最大50 km/h 1 2.5 m (8.2 ft) 25 m 6° 16°

1 4 m (13.1 ft) 25 m 9° 16°

2 6 m 25 m 13° 16°

2 8 m (26.2 ft) 25 m 18° 16°

最大80 km/h 1 2.5 m (8.2 ft) 40 m 4 ‹ 10°

1 4 m (13.1 ft) 40 m 6° 10°

最大104 km/h 2 8 m (26.2 ft) 50 m (164 ft) 9° 8°

最大125 km/h 2 6 m 50 m (164 ft) 7° 8°

最大140 km/h 2 6 m 40 m 9° 10°

2 8 m (26.2 ft) 40 m 9° 10°

表のパラメーターの詳細については、定義, on page 14を参照してください。

通過している車両の速度を測定し、ナンバープレートをキャプチャーできるように装置を設定す
る方法については、速度測定とナンバープレートキャプチャー用に装置を最適化する, on page 18
を参照してください。

定定義義

• LLaatteerraall ddiissttaannccee ((横横方方向向のの距距離離)):カメラと監視する車線の中心の間の距離。複数の車線を
監視する場合は、最も遠い車線の中心までの距離。

• 取取りり付付けけ高高ささ:地面から装置の光学部品までの距離。設置時に取り付け高さを測定して検証
します。詳細については、取り付け高さとチルトを検証する, on page 19を参照してくださ
い。

• チチルルトト角角度度:装置の下向きのチルト角度。チルト角度を確認するにはWebインターフェース
を使用します。詳細については、レーダーのチルト角度をテキストオーバーレイに表示す
る, on page 29を参照してください。

• パパンン角角度度:装置を側面に取り付けて、ナンバープレートをキャプチャーすると予想される道
路上の地点に向けたときの水平方向の角度。

• キキャャププチチャャーー距距離離:装置からナンバープレートをキャプチャーすると予想される道路上の地
点までの距離

• 速速度度:装置がナンバープレートをキャプチャーすると同時に通過している車両の速度を測定
できる最高速度。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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サイド取り付けのカメラの場合、道路上の最も遠い車線までの推奨最大横距離は7m (23 ft) です
(図を参照)。図には、パン角度 ((aa)) とキャプチャー距離 ((bb)) も示されています。

図は、装置の下向きのチルト角度 ((cc)) と、地面から装置までの取り付け高さ ((hh)) を示しています。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上のデバイスを見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 16を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースのすべての機能および設定に関する説明は、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプを参照してください。

管理者アカウントを作成する

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 17を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [ AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 50を参
照してください。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスのソフトウェアが改ざんされていないことを確認する

装置に元のAXIS OSが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に
装置を完全に制御するには、以下の手順に従います。
1. 工場出荷時の設定にリセットします。工場出荷時の設定にリセットする, on page 50を参照
してください。
リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。

webインターフェースの概要

このビデオでは、装置のwebインターフェースの概要について説明します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axis装置のwebインターフェース

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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デバイスを構成する

速度測定とナンバープレートキャプチャー用に装置を最適化する

本レーダービデオ融合カメラは、カメラとレーダーモジュールが完全に整合するように工場で
キャリブレーションされています。

注
レンズ、光学ユニット、レーダーモジュールを動かしたり、取り外したりすると、キャリブ
レーションと整合が元に戻ってしまうため、絶対に行わないでください。

車両検知、速度測定、ナンバープレートキャプチャー用にデバイスを最適化するには、以下の手
順に従います。

1. レーダーへの取り付け高さを設定する, on page 18
2. 交通アシスタントを実行する, on page 19
3. 狙いを定めて装置をチルトする, on page 18
4. 取り付け高さとチルトを検証する, on page 19

5. ナンバープレートキャプチャー用にカメラを最適化する, on page 19

6. ナンバープレートキャプチャーソリューションを設定する, on page 20

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

レーダーへの取り付け高さを設定する

レーダーのWebインターフェースで、デバイスの取り付け高さを設定します。これにより、レー
ダーが通過する物体を正しく検知し、速度を測定できるようになります。

地面から装置までの高さをできるだけ正確に測定してください。表面に凹凸があるシーンでは、
シーンの平均高さを表す値を設定します。

1. [[RRaaddaarr ((レレーーダダーー))]] >> [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[GGeenneerraall ((全全般般))]] に移動します。
2. [MMoouunnttiinngg hheeiigghhtt ((取取りり付付けけ高高ささ))] で高さを設定します。

狙狙いいをを定定めめてて装装置置ををチチルルトトすするる

ナンバープレートをキャプチャーするエリアに向けて装置をチルトします。

注
この手順では、装置に物理的にアクセスする必要があります。
1. 装置をAXIS License Plate Verifierと組み合わせて使用する場合は、取り付けの推奨事項, on
page 13の表で、装置の取り付け高さ、意図するキャプチャー距離、および車両の速度に基
づくチルト角の推奨事項を確認してください。
サードパーティ製のナンバープレートキャプチャーソリューションを使用している場合
は、サプライヤーに推奨事項を問い合わせてください。

2. 壁面用マウントのネジを緩めます。
3. ナンバープレートをキャプチャーする道路にカメラを向けます。
4. 推奨事項に従って装置をチルトします。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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5. 装置の位置を検証します。手順については、取り付け高さとチルトを検証する, on page 19
を参照してください。

交交通通アアシシススタタンントトをを実実行行すするる

交通アシスタントは、車両の速度を監視したり、進行方向を検知したりするためのレーダーを、
段階的にキャリブレーションできるようにガイドします。

• [[RRaaddaarr ((レレーーダダーー))]] >> [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[TTrraaffffiicc aassssiissttaanntt ((交交通通アアシシススタタンントト))]] >>
[[CCoonnffiigguurree ((設設定定))]] に移動し、手順に従います。

取取りり付付けけ高高ささととチチルルトトをを検検証証すするる

注
この手順では、装置に物理的にアクセスする必要があります。

装置の位置を検証するには、カメラのライブビューに2種類の拡張オーバーレイを追加します。
オーバーレイは、意図したキャプチャー距離でレーダーが車両を正しく検知しているかを確認す
るのに役立ちます。

最初のオーバーレイは、装置から道路までの距離を含む、格子状のレーダーの投影を示していま
す。2つ目のオーバーレイは、通過車両の周囲に投影された白いボックスを示す境界ボックスで
す。

1. [VViiddeeoo >> IImmaaggee ((ビビデデオオ>>画画像像))] に移動します。

2. ライブビューで をクリックして、装置の画面上のコントロールにアクセスします。
3. [PPrreeddeeffiinneedd ccoonnttrroollss ((既既定定ののココンントトロローールル))] を展開します。
4. [AAuuggmmeenntteedd oovveerrllaayy ((rraaddaarr)) ((拡拡張張オオーーババーーレレイイ ((レレーーダダーー))))] をオンにします。

5. [TTooggggllee aauuggmmeenntteedd bboouunnddiinngg bbooxxeess ((拡拡張張境境界界ボボッッククススをを切切りり替替ええ))] をクリックしま
す。

6. [TTooggggllee aauuggmmeenntteedd oovveerrllaayy ((拡拡張張オオーーババーーレレイイをを切切りり替替ええ))] をクリックします。

7. カメラのライブビューで、投影されたグリッド内で道路までの距離が正しいか確認しま
す。次に、境界ボックスが通過する車両の周囲に投影されており、車両の上、下、または
横に投影されていないことを確認します。

8. 必要に応じて、取り付け高さを再測定して設定を調整するか、チルト角度を調整して再度
確認します。

9. 装置の位置を確認したら、壁面用マウントのネジを締めます。

注
検証が完了したら、拡張オーバーレイをオフにします。

ナナンンババーーププレレーートトキキャャププチチャャーー用用ににカカメメララをを最最適適化化すするる

1. 装置のWebインターフェースで、[VViiddeeoo >> IInnssttaallllaattiioonn >> TTrraaffffiicc ccaammeerraa iinnssttaallllaattiioonn
aassssiissttaanntt ((ビビデデオオ>>設設置置>>交交通通カカメメララ >>設設置置アアシシススタタンントト))] に移動します。

2. [LLiicceennssee ppllaattee ccaappttuurree ((ナナンンババーーププレレーートトキキャャププチチャャーー))] 監視モードを選択します。
3. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
4. [CCaappttuurree sseettttiinnggss ((キキャャププチチャャーー設設定定))] で、以下の情報を追加します。
– CCaammeerraa hheeiigghhtt ((カカメメララのの高高ささ)): カメラと地面の間の距離。
– RRooaadd ddiissttaannccee ((道道路路ままででのの距距離離)): カメラと監視する車線中央の間の横方向距離。
– MMaaxx ccaarr ssppeeeedd ((最最高高車車速速)): 監視対象の道路上で車両が到達すると予想される最高速

度。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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注
[AAuuttoommaattiicc ddiissttaannccee ((自自動動距距離離))] をオンにして、車までの距離を自動的に計算します。
– CCaarr ddiissttaannccee ((車車両両のの距距離離)): カメラと、近づいているまたは遠ざかっている車両の間

の距離。
5. 交通カメラ設置アシスタントで、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
6. このアシスタントは、ユーザーの設置に合わせたシーンプロファイルと最大シャッター値
を提供します。これらの設定を保存するには、[AAppppllyy sseettttiinnggss ((設設定定のの適適用用))] をクリック
します。

7. ライブビューでは、監視するレーンやレーンがビューに覆われるようにズームインしま
す。詳細については、を参照してください。

8. 設定を確認するには、いくつかの車両を録画し、録画に記載されたナンバープレートを確
認します。詳細については、ビデオを録画して見る, on page 26を参照してください。

ナナンンババーーププレレーートトキキャャププチチャャーーソソリリュューーシショョンンをを設設定定すするる

カメラが提供する画像を処理できるナンバープレートキャプチャーソリューションを設定しま
す。詳細については、ナンバープレートキャプチャーソフトウェア, on page 7を参照してくださ
い。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerr

AXIS Q1686-DLEをAXIS License Plate Verifierと一緒に使用する場合、アプリケーションの設定方法
については、AXIS License Plate Verifierユーザーマニュアルを参照してください。

2つの車線でナンバープレートをキャプチャーする場合は、アプリケーションで車線ごとに対象範
囲を1つずつ作成することをお勧めします。手順については、AXIS License Plate Verifierユーザーマ
ニュアルの対象範囲の調整を参照してください。

AXIS License Plate Verifierでナンバープレートが正しくキャプチャーされていることを確認するに
は、AXIS Q1686-DLEのWebインターフェースでナンバープレートオーバーレイをオンにします。
詳細については、ナンバープレートのオーバーレイを表示する, on page 25を参照してください。

基本設定

キキャャププチチャャーーモモーードドをを設設定定すするる

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[CCaappttuurree mmooddee ((キキャャププチチャャーーモモーー
ドド))]] に移動します。

2. [CChhaannggee ((変変更更))] をクリックします。

3. キャプチャーモードを選択し、[SSaavvee aanndd rreessttaarrtt ((保保存存ししてて再再起起動動すするる))] をクリックしま
す。
も参照してください。

電電源源周周波波数数をを設設定定すするる

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[PPoowweerr lliinnee ffrreeqquueennccyy ((電電源源周周波波数数))]]
に移動します。

2. 電源周波数を選択し、[SSaavvee aanndd rreessttaarrtt ((保保存存ししてて再再起起動動))] をクリックします。

画像を調整する

このセクションでは、デバイスの設定について説明します。特定の機能の詳細については、詳細
情報, on page 39を参照してください。

カカメメララをを水水平平ににすするる

参照エリアまたは物体との関係で表示を調整するには、レベルグリッドとカメラの機械的な調整
を組み合わせて使用します。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IImmaaggee ((画画像像))]] >> に移動して、 をクリックします。

2. をクリックすると、レベルグリッドが表示されます。
3. 参照エリアまたは物体の位置がレベルグリッドと揃うまで、カメラを機械的に調整しま
す。

ズズーームムととフフォォーーカカススをを調調整整すするる

ズームの調整方法:
1. [VViiddeeoo >> IInnssttaallllaattiioonn ((ビビデデオオ >>イインンスストトーールル))] に移動し、ズームスライダーを調整しま
す。

フォーカスの調整方法:

1. をクリックすると、オートフォーカスエリアが表示されます。
2. 画像内でフォーカスを合わせる部分が収まるように、オートフォーカスエリアを調整しま
す。
オートフォーカスエリアを選択しない場合、エリア全体にカメラのフォーカスが合わせら
れます。ナンバープレートをキャプチャーする交通シーンでは、道路の中心にあるライン
に焦点を合わせることをお勧めします。

3. [[AAuuttooffooccuuss]] ((オオーートトフフォォーーカカスス)) をクリックします。
4. フォーカスを微調整するには、フォーカススライダーを調整します。

シシーーンンププロロフファァイイルルのの選選択択

シーンプロファイルは、カラーレベル、輝度、シャープネス、コントラスト、ローカルコントラ
ストを含む事前に定義されている画像設定のセットです。シーンプロファイルは、ある特定のシ
ナリオ設定を迅速に行う目的で製品に事前設定されています。たとえば、監視の用途に最適化さ
れたFFoorreennssiicc ((フフォォレレンンジジッックク))などがこれに含まれます。使用可能な各設定については、webイ
ンターフェース, on page 38を参照してください。

カメラの初期設定を行う際にシーンプロファイルを選択できます。シーンプロファイルは、後か
ら選択や変更することもできます。

1. [VViiddeeoo >> IImmaaggee >> AAppppeeaarraannccee ((ビビデデオオ >>画画像像>>外外観観))] に移動します。

2. [SScceennee pprrooffiillee ((シシーーンンププロロフファァイイルル))] に移動し、プロファイルを選択します。

低低遅遅延延モモーードドでで画画像像処処理理時時間間をを短短縮縮すするる

低遅延モードをオンにすることで、ライブストリームの画像処理時間を最適化できます。ライブ
ストリームの遅延が最小限に短縮されます。低遅延モードを使用すると、通常より画質が低下し
ます。

1. [SSyysstteemm >> PPllaaiinn ccoonnffiigg ((シシスステテムム >>ププレレイインン設設定定))] に移動します。

2. ドロップダウンリストから [IImmaaggeeSSoouurrccee ((画画像像ソソーースス))] を選択します。
3. [IImmaaggeeSSoouurrccee//II00//SSeennssoorr >> LLooww llaatteennccyy mmooddee ((画画像像ソソーースス//II00//セセンンササーー >>低低遅遅延延モモーー
ドド))] に移動し、[OOnn ((オオンン))] を選択します。

4. [保保存存] をクリックします。

露露出出モモーードドをを選選択択すするる

監視カメラのシーンに合わせて画質を向上させるには、露出モードを使用します。露出モードで
は、開口、シャッター、ゲインを制御できます。[VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> IImmaaggee ((画画像像)) >> EExxppoossuurree ((露露
出出))] に移動し、以下の露出モードから選択します。

• ほとんどの用途では、[AAuuttoommaattiicc ((自自動動))] 露出を選択します。
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• 蛍光灯など、特定の人工照明がある環境では、[FFlliicckkeerr--ffrreeee ((ちちららつつきき防防止止))] を選択しま
す。
電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 蛍光灯照明がある夜間の屋外や太陽光が射す日中の屋外など、特定の人工照明や明るい光
がある環境では、[FFlliicckkeerr--rreedduucceedd ((ちちららつつきき低低減減))] を選択します。
電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 現在の露出設定を固定するには、[HHoolldd ccuurrrreenntt ((現現在在のの状状態態でで固固定定))] を選択します。

ナナイイトトモモーードドをを使使用用ししてて低低光光量量下下でで赤赤外外線線照照明明かかららメメリリッットトをを得得るる

日中、カメラは可視光を利用してカラー画像を提供します。しかし、可視光線が薄くなると、色
の画像は明るく鮮明になります。この場合、ナイトモードに切り替えた場合、カメラは可視光と
近赤外線の両方の光を使用して、代わりに明るい画像と詳細な白黒画像を提供します。カメラが
自動的にナイトモードに切り替わります。

1. [VViiddeeoo >> IImmaaggee >> DDaayy aanndd nniigghhtt ((設設定定 >>画画像像>>デデイイナナイイトト))] に移動し、[IIRR ccuutt ffiilltteerr ((IIRR
カカッットトフフィィルルタターー))] が [AAuuttoo ((自自動動))] に設定されていることを確認します。

2. [AAllllooww iilllluummiinnaattiioonn ((照照明明をを許許可可))] と [SSyynncchhrroonniizzee iilllluummiinnaattiioonn ((照照明明のの同同期期))] を有効に
すると、ナイトモードのときにカメラ内蔵の赤外線照明を使用できます。

赤赤外外線線照照明明をを最最適適化化すするる

シーン内の外部光源など、設置環境やカメラの周囲の状況に応じてLEDの強度を手動で調整する
と、画質が向上する場合があります。LEDからの反射に問題がある場合は、強度を下げてみてくだ
さい。

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IImmaaggee ((画画像像))]] >> [[DDaayy--nniigghhtt mmooddee ((デデイイナナイイトトモモーードド))]] に移動しま
す。

2. [AAllllooww iilllluummiinnaattiioonn ((照照明明をを許許可可))] をオンにします。

3. ライブビューで をクリックし、[[MMaannuuaall ((手手動動))]] を選択します。
4. 強度を調整します。

低低照照度度環環境境ででノノイイズズをを減減ららすす

低照度の条件下でノイズを少なくするために、以下のうち1つ以上の設定ができます。

• ノイズと動きによる画像のブレの間のトレードオフを調整します。[SSeettttiinnggss >> IImmaaggee >>
EExxppoossuurree ((設設定定 >>画画像像 >>露露出出))] に移動し、[BBlluurr--nnooiissee ttrraaddee--ooffff ((ブブレレととノノイイズズののトトレレーー
ドドオオフフ))] スライダーを [LLooww nnooiissee ((低低ノノイイズズ))] の方に動かします。

• [露出モード] を [自動] に設定します。

注
最大シャッター値が高いと、動きによる画像のブレが生じる場合があります。
• シャッター速度を遅くするには、最大シャッターをできるだけ大きな値に設定します。

注
最大ゲインを下げると、画像が暗くなる場合があります。
• 最大ゲインをより低い値に設定します。
• 開開口口部部スライダーがある場合は、開開口口部部の方向に動かします。
• [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IImmaaggee ((画画像像))]] >> [[AAppppeeaarraannccee ((外外観観))]] で、画像のシャープネスを下げ
ます。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera



23

低低光光量量下下でで動動ききにによよるる画画像像ののブブレレをを減減ららすす

低光量の条件下で画像のブレを少なくするために、[VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> IImmaaggee ((画画像像)) >> EExxppoossuurree
((露露出出))] で次の1つ以上の設定を調整することができます。
注
ゲインを大きくすると、画像のノイズが多くなります。
• [MMaaxx sshhuutttteerr ((最最大大シシャャッッタターー))] を短い時間に設定し、[MMaaxx ggaaiinn ((最最大大ゲゲイインン))] をより高
い値に設定します。

それでも動きによる画像のブレに問題がある場合は、
• シーン内の光源レベルを上げます。
• 物体が横向きではなく、カメラの方へ移動するか、カメラから離れるように移動するよう
にカメラを取り付けます。

最最大大限限にに詳詳細細なな画画像像をを撮撮影影すするる

重要
最大限に詳細な画像を撮影すると、ビットレートが増加し、フレームレートが低下する場合が
あります。
• 解像度が最大のキャプチャーモードを選択したことを確認してください。
• [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)) >> GGeenneerraall ((一一般般))] に移動し、圧縮率を可能な限り
低く設定します。

• ライブビュー画像で をクリックし、[[VViiddeeoo ffoorrmmaatt ((ビビデデオオ形形式式))]] で [[MMJJPPEEGG]] を選択
します。

• VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> ZZiippssttrreeaamm ((ビビデデオオ >>スストトリリーームム>> ZZiippssttrreeaamm))に移動し、[OOffff ((オオフフ))]
を選択します。

逆逆光光のの強強いいシシーーンンをを処処理理すするる

ダイナミックレンジとは、画像内の明るさのレベルの差のことです。最も暗い部分と最も明るい
部分の差がかなり大きい場合があります。その場合、暗い部分か明るい部分の画像だけが見える
ことがよくあります。ワイドダイナミックレンジ (WDR) を使用すると、画像の暗い部分と明るい
部分の両方が見えるようになります。

1. [SSeettttiinnggss >> IImmaaggee >> WWiiddee ddyynnaammiicc rraannggee ((設設定定 >>画画像像>>ワワイイドドダダイイナナミミッッククレレンンジジ))]
に移動します。

2. [LLooccaall ccoonnttrraasstt ((ロローーカカルルココンントトララスストト))] スライダーを使用して、WDRの量を調整しま
す。

3. [TToonnee mmaappppiinngg ((トトーーンンママッッピピンンググ))] スライダーを使用して、WDRの量を調整します。
4. それでも問題が発生する場合は、[EExxppoossuurree ((露露出出))] に移動して [EExxppoossuurree zzoonnee ((露露出出エエリリ
アア))] を調整し、対象範囲をカバーします。

WDRとその使用方法の詳細については、axis.com/web-articles/wdrをご覧ください。

揺揺れれるる映映像像をを動動体体ブブレレ補補正正にによよっってて安安定定ささせせるる

動体ブレ補正は、例えば風や通行車両による振動が発生するような、露出した場所に本製品が設
置されている環境に適しています。

この機能を使用すると、画像がより滑らかになり、安定し、ブレにくくなります。また、圧縮さ
れた画像のファイルサイズが削減され、ビデオストリームのビットレートも低くなります。

注
動体ブレ補正を有効にすると、画像がわずかにトリミングされて、最大解像度が低下します。
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1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[IImmaaggee ccoorrrreeccttiioonn ((画画像像補補正正))]] に移動
します。

2. [IImmaaggee ssttaabbiilliizzaattiioonn ((動動体体ブブレレ補補正正))] をオンにします。

ププラライイババシシーーママススククでで画画像像のの一一部部をを非非表表示示ににすするる

1つ以上のプライバシーマスクを作成して、画像の一部を隠すことができます。

1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> PPrriivvaaccyy mmaasskkss ((ププラライイババシシーーママススクク))] に移動します。

2. をクリックします。
3. 新しいマスクをクリックし、名前を入力します。
4. 必要に応じて、プライバシーマスクのサイズと位置を調整します。
5. すべてのプライバシーマスクの色を変更するには、[PPrriivvaaccyy mmaasskkss ((ププラライイババシシーーママススクク))]
をクリックし、色を選択します。

プライバシーマスク, on page 39も参照してください。

画画像像オオーーババーーレレイイをを表表示示すするる

ビデオストリームのオーバーレイとして画像を追加することができます。

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]] に移動します。
2. 画画像像管管理理をクリックします。
3. 画像をアップロードまたはドラッグアンドドロップします。
4. [UUppllooaadd ((アアッッププロローードド))] をクリックします。

5. ドロップダウンリストから画画像像を選択して、 をクリックします。
6. 画像と位置を選択します。ライブビューのオーバーレイ画像をドラッグして位置を変更す
ることもできます。

テテキキスストトオオーーババーーレレイイをを表表示示すするる

ビデオストリームにオーバーレイとしてテキストフィールドを追加することができます。これ
は、ビデオストリームに日付、時刻、会社名を表示する場合に便利です。

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]] に移動します。

2. [[TTeexxtt ((テテキキスストト))]]を選択し、 をクリックします。
3. 表示したいテキストを入力するか、修飾子を選択して現在の日付などを表示します。
4. 位置を選択します。ライブビューのオーバーレイをクリックし、ドラッグして位置を変更
することもできます。

画画像像にに街街路路名名ととココンンパパスス方方位位をを追追加加すするる

注
すべてのビデオストリームと録画に、街路名とコンパス方位が表示されます。
1. [[AAppppss]] ((アアププリリ)) に移動します。
2. [AAxxiiss--oorriieennttaattiioonnaaiidd] をを選択します。
3. [[OOppeenn]] ((開開くく)) をクリックします。
4. ストリートの名前を追加するには、[AAdddd tteexxtt ((テテキキスストトのの追追加加))] をクリックし、そのスト
リートに合うようにテキストを変更します。
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5. コンパスを追加するには、[AAdddd ccoommppaassss ((ココンンパパススをを追追加加すするる))] をクリックし、画像に合
わせてコンパスを変更します。

ナナンンババーーププレレーートトののオオーーババーーレレイイをを表表示示すするる

ナンバープレートのオーバーレイは、アプリケーションであるAXIS License Plate Verifierで使用で
きます。

1. [VViiddeeoo >> IImmaaggee ((ビビデデオオ>>画画像像))] に移動します。

2. ライブビューで をクリックして、装置の画面上のコントロールにアクセスします。
3. [PPrreeddeeffiinneedd ccoonnttrroollss ((既既定定ののココンントトロローールル))] を展開します。
4. [LLiicceennssee ppllaattee oovveerrllaayy ((ナナンンババーーププレレーートトオオーーババーーレレイイ))] オンにします。

5. [SShhooww oovveerrllaayy ((オオーーババーーレレイイをを表表示示))] をクリックします。

6. オーバーレイを移動するには、[MMoovvee oovveerrllaayy ((オオーーババーーレレイイをを移移動動))] をクリックします。

ビデオを表示する、録画する

このセクションでは、デバイスの設定について説明します。ストリーミングとストレージの動作
の詳細については、ストリーミングとストレージ, on page 39を参照してください。

帯帯域域幅幅ととスストトレレーージジ容容量量をを削削減減すするる

重要
帯域幅を削減すると、画像の詳細が失われる場合があります。
1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] に移動します。

2. ライブビューで をクリックします。
3. 装置がAV1をサポートしている場合は、[VViiddeeoo ffoorrmmaatt ((ビビデデオオ形形式式)) AAVV11] を選択します。
サポートしていない場合は [HH..226644] を選択します。

4. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)) >> GGeenneerraall ((一一般般))] に移動し、[CCoommpprreessssiioonn ((圧圧縮縮
率率))] を上げます。

5. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> ZZiippssttrreeaamm ((ビビデデオオ >>スストトリリーームム>> ZZiippssttrreeaamm))] に移動し、以下の1つ
または複数の手順を実行します。
注

[ZZiippssttrreeaamm] の設定は、MJPEGを除くすべてのビデオエンコーディングに使用されます。
– 使用するZipstreamのSSttrreennggtthh ((強強度度))を選択します。
– [OOppttiimmiizzee ffoorr ssttoorraaggee ((スストトレレーージジ用用にに最最適適化化))] をオンにします。この機能は、ビ

デオ管理ソフトウェアがBフレームをサポートしている場合にのみ使用できます。
– [DDyynnaammiicc FFPPSS ((ダダイイナナミミッッククFFPPSS))] をオンにする。

– [DDyynnaammiicc GGOOPP ((ダダイイナナミミッッククGGOOPP))] をオンにし、GOP長を高い [UUppppeerr lliimmiitt ((上上
限限))] に設定する。

注
ほとんどのWebブラウザーはH.265のデコードに対応していないため、装置はwebインター
フェースでH.265をサポートしていません。その代わり、H.265デコーディングに対応したビデ
オ管理システムやアプリケーションを使用できます。

ネネッットトワワーーククスストトレレーージジをを設設定定すするる

ネットワーク上に録画を保存するには、以下のようにネットワークストレージを設定する必要が
あります。
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1. [SSyysstteemm >> SSttoorraaggee ((シシスステテムム >>スストトレレーージジ))] に移動します。

2. [[NNeettwwoorrkk ssttoorraaggee ((ネネッットトワワーーククスストトレレーージジ))]]で [[AAdddd nneettwwoorrkk ssttoorraaggee ((ネネッットトワワーー
ククスストトレレーージジをを追追加加))]]をクリックします。

3. ホストサーバーのIPアドレスを入力します。
4. [NNeettwwoorrkk SShhaarree ((ネネッットトワワーークク共共有有))] で、ホストサーバー上の共有場所の名前を入力しま
す。

5. ユーザー名とパスワードを入力します。
6. SMBバージョンを選択するか、[AAuuttoo ((自自動動))] のままにします。
7. 一時的な接続の問題が発生した場合や、共有がまだ設定されていない場合は、[ AAdddd sshhaarree
wwiitthhoouutt tteessttiinngg ((テテスストトななししでで共共有有をを追追加加すするる))] を選択します。

8. [追追加加] をクリックします。

ビビデデオオをを録録画画ししてて見見るる

カカメメララかからら直直接接ビビデデオオをを録録画画すするる
1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] に移動します。

2. 録画を開始するには、 をクリックします。

ストレージを設定していない場合は、 および をクリックします。ネットワークスト
レージの設定手順については、ネットワークストレージを設定する, on page 25を参照して
ください。

3. 録画を停止するには、もう一度 をクリックします。
ビビデデオオをを見見るる
1. [RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] に移動します。

2. リスト内で録画の をクリックします。

ビビデデオオがが改改ざざんんさされれてていいなないいここととをを確確認認すするる

署名付きビデオであれば、カメラで録画されたビデオが誰にも改ざんされていないことを確認す
ることができます。

1. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> GGeenneerraall (ビデオ >ストリーム >全般)] に移動し、[SSiiggnneedd vviiddeeoo ((署署名名
付付ききビビデデオオ))] をオンにします。

2. AXIS Camera Station (5.46以降) または互換性のある別のビデオ管理ソフトウェアを使用し
てビデオを録画します。手順については、AXIS Camera Stationユーザーマニュアルを参照
してください。

3. 録画したビデオをエクスポートします。
4. AXIS File Playerを使用してビデオを再生します。AXIS File Playerをダウンロードします。

は、ビデオが改ざんされていないことを示しています。

注
ビデオの詳細な情報を得るには、ビデオを右クリックして、[SShhooww ddiiggiittaall ssiiggnnaattuurree ((デデジジタタ
ルル署署名名をを表表示示))] を選択します。
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追加のレーダー設定

参参照照ママッッププをを使使用用ししててキキャャリリブブレレーーシショョンンをを行行うう

検知された物体の移動経路を把握しやすくするため、参考用のマップをアップロードすることが
できます。接地された平面図や、レーダーがカバーする範囲を示す航空写真を使用することがで
きます。レーダービューがマップの位置、向き、縮尺に合うようにマップをキャリブレーション
し、シーン内の特定の部分に注目する場合はマップを拡大します。

マップキャリブレーションを段階的に行う設定アシスタントを使用するか、各設定を個別に編集
することができます。

設設定定アアシシススタタンントトをを使使用用すするる:
1. [[RRaaddaarr ((レレーーダダーー))]] >> [[MMaapp ccaalliibbrraattiioonn ((ママッッププののキキャャリリブブレレーーシショョンン))]] に移動します。
2. [[SSeettuupp aassssiissttaanntt ((設設定定アアシシススタタンントト))]]をクリックし、手順に従ってください。

アップロードしたマップと追加した設定を削除するには、[[RReesseett ccaalliibbrraattiioonn ((キキャャリリブブレレーーシショョ
ンンををリリセセッットト))]]をクリックします。
各各設設定定をを個個別別にに編編集集すするる:
各設定を調整すると、マップは徐々にキャリブレーションされます。
1. [[RRaaddaarr ((レレーーダダーー))]] >> [[MMaapp ccaalliibbrraattiioonn ((ママッッププののキキャャリリブブレレーーシショョンン))]] >> [[MMaapp ((ママッッププ))]
に移動します。

2. アップロードしたい画像を選択するか、指定エリアにドラッグアンドドロップしてくださ
い。
現在のパンとズームの設定でマップ画像を再利用するには、[[DDoowwnnllooaadd mmaapp ((ママッッププををダダ
ウウンンロローードド))]]をクリックします。

3. [RRoottaattee mmaapp ((ママッッププをを回回転転))] で、スライダーを使用してマップを回転させます。
4. [[SSccaallee aanndd ddiissttaannccee oonn aa mmaapp ((ママッッププ上上のの縮縮尺尺とと距距離離))]]にアクセスし、マップ上のあらか
じめ決めた2点をクリックします。

5. [[DDiissttaannccee ((距距離離))]]の下に、マップに追加した2点間の実際の距離を追加します。
6. [[PPaann aanndd zzoooommmmaapp ((ママッッププののパパンンととズズーームム))]]にアクセスし、ボタンを使ってマップ画像
をパンしたり、拡大・縮小したりします。

注
ズーム機能によってレーダーの検知範囲は変わりません。ズーム後、カバー範囲の一部が
ビューから外れても、レーダーはカバー範囲全体内の動く物体を検知します。撮影シーン内の
動きを除外する唯一の方法は、除外範囲を追加することです。詳細については、を参照してく
ださい。
7. [[RRaaddaarr ppoossiittiioonn ((レレーーダダーーのの位位置置))]]に移動し、ボタンを使ってマップ上のレーダーの位置を
移動または回転させます。

アップロードしたマップと追加した設定を削除するには、[[RReesseett ccaalliibbrraattiioonn ((キキャャリリブブレレーーシショョ
ンンををリリセセッットト))]]をクリックします。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

このビデオでは、AXISレーダーまたはレーダービデオ融合カメラの参照マップをキャリブレーションする方法の例を確
認できます。
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シシナナリリオオのの追追加加

シナリオは、トリガー条件と検知設定の組み合わせであり、イベントシステムでルールを作成す
るために使用できます。シーンの部分別に異なるルールを作成する場合は、シナリオを追加しま
す。

シナリオを追加する:
1. [RRaaddaarr >> SScceennaarriiooss ((レレーーダダーー >>シシナナリリオオ))] に移動します。
2. [AAdddd sscceennaarriioo ((シシナナリリオオのの追追加加))] をクリックします。
3. シナリオの名前を入力します。
4. 物体がエリアに侵入した場合にトリガーするか、1本または2本のラインを横切った場合に
トリガーするかを選択します。

エリア内で動く物体でトリガーする:
1. [MMoovveemmeenntt iinn aarreeaa ((エエリリアアへへのの侵侵入入))] を選択します。
2. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
3. シナリオに含めるゾーンのタイプを選択します。
レーダー画像または参照マップの目的の部分が覆われるように、マウスを使用してゾーン
を移動し、形状を設定します。

4. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
5. 検知設定を追加します。

1. [IIggnnoorree sshhoorrtt--lliivveedd oobbjjeeccttss ((一一時時的的なな物物体体をを無無視視))] で、トリガーを発動するまでの秒数を
追加します。

2. [TTrriiggggeerr oonn oobbjjeecctt ttyyppee ((物物体体タタイイププででトトリリガガーー))] で、トリガーを発動する物体のタイプ
を選択します。

3. [SSppeeeedd lliimmiitt ((速速度度制制限限))] で、速度制限の範囲を追加します。
6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
7. [MMiinniimmuumm ttrriiggggeerr dduurraattiioonn ((最最小小トトリリガガーー継継続続時時間間))] でアラームの最小継続時間を設定し
ます。

8. [保保存存] をクリックします。
ラインを横断する物体でトリガーする:
1. [LLiinnee ccrroossssiinngg ((ラライインン横横断断))] を選択します。
2. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
3. シーン内にラインを配置します。
マウスを使用して、ラインを移動したり形状を変更したります。

4. 検知方向を変更するには、[CChhaannggee ddiirreeccttiioonn ((方方向向のの変変更更))] をオンにします。
5. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
6. 検知設定を追加します。
6.1. [IIggnnoorree sshhoorrtt--lliivveedd oobbjjeeccttss ((一一時時的的なな物物体体をを無無視視))] で、トリガーを発動するまでの

秒数を追加します。
6.2. [TTrriiggggeerr oonn oobbjjeecctt ttyyppee ((物物体体タタイイププででトトリリガガーー))] で、トリガーを発動する物体の

タイプを選択します。
6.3. [SSppeeeedd lliimmiitt ((速速度度制制限限))] で、速度制限の範囲を追加します。

7. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
8. [MMiinniimmuumm ttrriiggggeerr dduurraattiioonn ((最最小小トトリリガガーー継継続続時時間間))] でアラームの最小継続時間を設定し
ます。
デフォルト値は2秒に設定されています。物体がラインを横切るたびにシナリオをトリガー
する場合は、継続時間を0秒にします。

9. [保保存存] をクリックします。
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2本のラインを横切る物体でトリガー:
1. [LLiinnee ccrroossssiinngg ((ラライインン横横断断))] を選択します。
2. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
3. 物体が2本のラインを横切ったときにアラームがトリガーされるようにするには、[RReeqquuiirree
ccrroossssiinngg ooff ttwwoo lliinneess ((22本本ののラライインンをを横横断断すするるここととがが必必要要))] をオンにします。

4. シーン内にラインを配置します。
マウスを使用して、ラインを移動したり形状を変更したります。

5. 検知方向を変更するには、[CChhaannggee ddiirreeccttiioonn ((方方向向のの変変更更))] をオンにします。
6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
7. 検知設定を追加します。
7.1. [MMaaxx ttiimmee bbeettwweeeenn ccrroossssiinnggss ((ラライインン横横断断間間のの最最大大時時間間))] で、最初のラインを横

切ってから2番目のラインを横切るまでの最大時間を設定します。
7.2. [TTrriiggggeerr oonn oobbjjeecctt ttyyppee ((物物体体タタイイププででトトリリガガーー))] で、トリガーを発動する物体の

タイプを選択します。
7.3. [SSppeeeedd lliimmiitt ((速速度度制制限限))] で、速度制限の範囲を追加します。

8. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
9. [MMiinniimmuumm ttrriiggggeerr dduurraattiioonn ((最最小小トトリリガガーー継継続続時時間間))] でアラームの最小継続時間を設定し
ます。
デフォルト値は2秒に設定されています。物体が2本のラインを横切るたびにシナリオをト
リガーする場合は、継続時間を0秒にします。

10. [保保存存] をクリックします。

レレーーダダーーののチチルルトト角角度度ををテテキキスストトオオーーババーーレレイイにに表表示示すするる

レーダーのライブビューに、レーダーのチルト角度を示すオーバーレイを追加できます。これ
は、設置時や装置のチルト角度を知る必要がある場合に役立ちます。

注
装置が水平な場合、チルト角度のオーバーレイには「90」と表示されます。オーバーレイに
「75」と表示されている場合、レーダーのチルト角度は地平線から15°下になります。
1. [RRaaddaarr >> OOvveerrllaayyss ((レレーーダダーー >>オオーーババーーレレイイ))] に移動します。

2. [[TTeexxtt ((テテキキスストト))]]を選択し、 をクリックします。
3. 「##oopp」と入力します。
[MMooddiiffiieerr ((修修飾飾子子))] をクリックし、リストから [##oopp] を選択することもできます。

4. 位置を選択します。ライブビューのオーバーレイフィールドをドラッグして位置を変更す
ることもできます。

イベントのルールを設定する

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

アアククシショョンンををトトリリガガーーすするる

1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。このルールで
は、装置が特定のアクションを実行するタイミングを定義します。ルールは、スケジュー
ルや繰り返しとして設定することも、手動でトリガーするように設定することもできま
す。

2. [NNaammee ((名名前前))] に入力します。
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3. アクションをトリガーするために満たす必要がある [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] を選択します。
ルールに複数の条件を指定した場合は、すべての条件が満たされたときにアクションがト
リガーされます。

4. 条件が満たされたら実行するAAccttiioonn ((アアククシショョンン)) を選択します。

注
• アクティブなルールを変更する場合は、ルールを再度オンにして変更内容を有効にする必
要があります。

• ルールに使用されるストリームプロファイルの定義を変更する場合は、そのストリームプ
ロファイルを使用するすべてのルールを再び開始する必要があります。

動動ききがが検検知知さされれなないいととききにに電電力力をを節節約約すするる

この例では、シーン内で動きが検知されないときに省電力モードをオンにする方法について説明
します。

注
省電力モードをオンすると、赤外線照明の範囲が小さくなります。

AXIS Object Analyticsが実行されていることを確認します。
1. [AAppppss ((アアププリリ)) >> AAXXIISS OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

ルールの作成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. [AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の [OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] を選択します。
4. [IInnvveerrtt tthhiiss ccoonnddiittiioonn ((ここのの条条件件をを逆逆ににすするる))] を選択します。
5. [PPoowweerr ssaavviinngg mmooddee ((省省電電力力モモーードド))] のアクションのリストで、[UUssee ppoowweerr ssaavviinngg
mmooddee wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間、、省省電電力力モモーードドをを使使用用すす
るる))] を選択します。

6. [保保存存] をクリックします。

カカメメララがが物物体体をを検検知知ししたたととききににビビデデオオをを録録画画すするる

この例では、カメラが物体を検知したときにSDカードへの録画を開始するようにカメラを設定す
る方法について説明します。録画には、検知開始前の5秒と検知終了後の1分の映像が含まれま
す。

開始する前に、以下をご確認ください。

• SDカードが装着されていることを確認します。
AXIS Object Analyticsが実行されていることを確認します。
1. [AAppppss ((アアププリリ)) >> AAXXIISS OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

ルールの作成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. [AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の [OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] を選択します。
4. アクションのリストで、[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] の [RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee
((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間､､ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。
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5. ストレージオプションのリストで、[SSDD__DDIISSKK] を選択します。
6. カメラとストリームプロファイルを選択します。
7. プリバッファ時間を5秒に設定します。
8. ポストバッファ時間を [1 minute(1分)] に設定します。
9. [保保存存] をクリックします。

装装置置がが物物体体をを検検知知ししたたととききににビビデデオオスストトリリーームムににテテキキスストトオオーーババーーレレイイをを表表示示すするる

この例では、装置が物体を検知したときに「動体検知」というテキストを表示する方法を示しま
す。

AXIS Object Analyticsが実行されていることを確認します。
1. [AAppppss ((アアププリリ)) >> AAXXIISS OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] に移動します。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

オーバーレイテキストの追加:
1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]] に移動します。

2. [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]]で[[TTeexxtt ((テテキキスストト))]]を選択し、 をクリックします。
3. テキストフィールドに#Dと入力します。
4. テキストのサイズと外観を選択します。

5. テキストオーバーレイを配置するには、 をクリックしてオプションを選択します。
ルールの作成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. [AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の [OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss] を選択します。

4. アクションのリストで [OOvveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストト))] で、[UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーー
ババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる))] を選択します。

5. ビデオチャンネルを選択します。
6. [TTeexxtt ((テテキキスストト))] に「動体検知」と入力します。
7. 期間を設定します。
8. [保保存存] をクリックします。

注
オーバーレイテキストを更新すると、自動的にすべてのビデオストリームでテキストが動的に
更新されます。

進進行行中中ののイイベベンントトをを視視覚覚的的にに示示ししまますす

AXIS I/O Indication LEDをネットワークカメラに接続するオプションがあります。このLEDは、カ
メラ内で特定のイベントが発生したときにオンになるように設定できます。たとえば、映像の録
画が進行中であることを人に知らせる場合。

必必要要ななハハーードドウウェェアア

• AXIS I/O Indication LED
• Axisネットワークビデオカメラ
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注
AXIS I/O Indication LEDを接続する手順については、本製品に付属のインストールガイドを参照
してください。

次の例では、AXIS I/O Indication LEDをオンにして、カメラが録画中であることを示すルールを設
定する方法を示します。

1. [SSyysstteemm >> AAcccceessssoorriieess >> II//OO ppoorrttss ((シシスステテムム >>アアククセセササリリーー >> II//OO ポポーートト))] に移動しま
す。

2. AXIS I/O Indication LEDの接続先ポートについては、 をクリックして方向を[[OOuuttppuutt ((出出

力力))]]に設定し、 をクリックして通常の状態を[[CCiirrccuuiitt ooppeenn ((開開回回路路))]]に設定します。
3. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動します。
4. 新しいルールを作成します。
5. カメラをトリガーして録画を開始するために満たす必要がある [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] を選択
します。たとえば、タイムスケジュールや動体検知などを行うことができます。

6. アクションのリストで、[RReeccoorrdd vviiddeeoo ((ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。ストレージス
ペースを選択します。ストリームプロファイルを選択するか、新しく作成します。必要に
応じて、[PPrreebbuuffffeerr ((ププリリババッッフファァ))] と [PPoossttbbuuffffeerr ((ポポスストトババッッフファァ))] も設定します。

7. ルールを保存します。
8. 2番目のルールを作成し、最初のルールと同じ [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] を選択します。
9. アクションのリストから、[TTooggggllee II//OO wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee ((ルルーールルががアアククテティィブブででああ
るる間間、、II//OOをを切切りり替替ええるる))] を選択し、AXIS I/O Indication LEDに接続されているポートを選
択します。状態を [AAccttiivvee ((アアククテティィブブ))] に設定します。

10. ルールを保存します。
その他にも、AXIS I/O Indication LEDを使用できるシナリオを以下に示します。
• カメラの存在を示すために、カメラの起動時にオンになるようにLEDを構成します。条件と
して [SSyysstteemm rreeaaddyy ((シシスステテムムのの準準備備完完了了))] を選択します。

• 人物またはプログラムがカメラからのストリームにアクセスしていることを示すために、
ライブストリームがアクティブなときにLEDがオンになるように構成します。条件として
[LLiivvee ssttrreeaamm aacccceesssseedd ((ラライイブブスストトリリーームムののアアククセセスス))] を選択します。

カカメメララがが衝衝撃撃をを検検知知ししたたととききににビビデデオオをを録録画画すするる

衝撃検知機能を利用すると、カメラで振動または衝撃によるいたずらを検知することができま
す。環境または物体による振動は、0から100まで設定可能な衝撃感度範囲に応じてアクションを
トリガーすることができます。このシナリオでは、誰かが営業時間外にカメラに向かって石を投
げていて、そのイベントの映像ビデオを入手したいとします。

衝衝撃撃検検知知ををオオンンににすするる::
1. [SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss >> SShhoocckk ddeetteeccttiioonn ((シシスステテムム >>検検知知 >>衝衝撃撃検検知知))] に移動します。
2. 衝撃検知をオンにし、衝撃感度を設定します。

ルルーールルのの作作成成::
3. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

4. ルールの名前を入力します。
5. 条件のリストで、[DDeevviiccee ssttaattuuss ((デデババイイススののスステテーータタスス))] の [SShhoocckk ddeetteecctteedd ((衝衝撃撃検検
知知))] を選択します。

6. [++] をクリックして、2つ目の条件を追加します。
7. 条件のリストで、[SScchheedduulleedd aanndd rreeccuurrrriinngg ((ススケケジジュューールルおおよよびび繰繰りり返返しし))] の
[SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル))] を選択します。
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8. スケジュールのリストで、[AAfftteerr hhoouurrss ((就就労労時時間間外外))] を選択します。
9. アクションのリストで、[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] の [RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee
((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間､､ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。

10. 録画を保存する場所を選択します。
11. [CCaammeerraa ((カカメメララ))] を選択します。
12. プリバッファ時間を5秒に設定します。
13. ポストバッファ時間を50秒に設定します。
14. SSaavvee ((保保存存)) をクリックします。

囲囲いいがが開開かかれれたたととききにに通通知知ををトトリリガガーーすするる

この例では、デバイスのハウジングまたはケーシングが開けられたときの電子メール通知を設定
する方法を説明します。

メメーールル送送信信先先をを追追加加すするる::
1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] >> [[RReecciippiieennttss ((送送信信先先))]] に移動し、[AAdddd
rreecciippiieenntt ((送送信信先先のの追追加加))] をクリックします。

2. 送信先の名前を入力します。
3. 通知のタイプとして電電子子メメーールルを選択します。
4. 送信先の電子メールアドレスを入力します。
5. カメラが通知を送信する際の、送信元電子メールアドレスを入力します。
6. 電子メール送信用アカウントのログイン詳細とSMTPホスト名、ポート番号を入力します。
7. 電子メールの設定をテストするには、[TTeesstt ((テテスストト))] をクリックします。
8. [保保存存] をクリックします。

ルルーールルのの作作成成::
9. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、[AAdddd aa rruullee ((ルルーー
ルルのの追追加加))] をクリックします。

10. ルールの名前を入力します。
11. 条件のリストで、[CCaassiinngg ooppeenn ((ケケーーシシンンググ開開放放))] を選択します。
12. アクションのリストで、[SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールルにに通通知知をを送送信信すするる))] を選
択します。

13. リストから送信先を選択します。
14. 電子メールの件名とメッセージを入力します。
15. [保保存存] をクリックします。

カカメメララレレンンズズにに対対すするるいいたたずずららががああっったたととききにに通通知知ををトトリリガガーーすするる

この例では、カメラのレンズにスプレーが吹き付けられたり、レンズが覆われたり、汚されたり
したときの電子メール通知を設定する方法を説明します。

いいたたずずらら検検知知ををアアククテティィブブににすするる::
1. [SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss >> CCaammeerraa ttaammppeerriinngg ((シシスステテムム>>検検知知>>カカメメララにに対対すするるいいたたずず
らら))] に移動します。

2. [TTrriiggggeerr ddeellaayy ((トトリリガガーー遅遅延延))] の値を設定します。この値は、メールが送信される前に経
過する必要がある時間を示します。

3. TTrriiggggeerr oonn ddaarrkk iimmaaggeess ((暗暗いい画画像像ででトトリリガガーー)) をオンにすると、レンズにスプレーが吹き
付けられたり、覆われたり、フォーカスがぼやけた場合に検知します。

メメーールル送送信信先先をを追追加加すするる::
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4. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RReecciippiieennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>送送信信先先))] に移動し、送信先を追加
します。

5. 送信先の名前を入力します。
6. 通知のタイプとして電電子子メメーールルを選択します。
7. 送信先の電子メールアドレスを入力します。
8. カメラが通知を送信する際の、送信元電子メールアドレスを入力します。
9. 電子メール送信用アカウントのログイン詳細とSMTPホスト名、ポート番号を入力します。
10. 電子メールの設定をテストするには、[TTeesstt ((テテスストト))] をクリックします。
11. [保保存存] をクリックします。

ルルーールルのの作作成成::
12. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

13. ルールの名前を入力します。
14. 条件のリストで、[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]の[TTaammppeerriinngg ((いいたたずずらら))] を選択します。
15. [NNoottiiffiiccaattiioonnss ((通通知知))] のアクションのリストで、[SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールル
にに通通知知をを送送るる))] を選択し、リストから送信先を選択します。

16. 電子メールの件名とメッセージを入力します。
17. [保保存存] をクリックします。

MMQQTTTTをを使使用用ししててレレーーダダーーデデーータタをを送送信信すするる

レーダービデオ融合カメラとAXIS Speed Monitorアプリケーションを使用して、検知された物体の
レーダーデータを収集し、MQTTを介してデータを送信します。

この例では、AXIS Speed Monitorをインストールした装置でMQTTクライアントを設定する方法
と、AXIS Speed Monitorで収集したレーダーデータをペイロードとしてMQTTブローカーにパブ
リッシュする条件を作成する方法について説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• AXIS Speed Monitorをレーダービデオ融合カメラにインストールするか、レーダービデオ
融合カメラのレーダーに接続するカメラにインストールします。
詳細については、AXIS Speed Monitorユーザーマニュアルを参照してください。

• MQTTブローカーを設定し、ブローカーのIPアドレス、ユーザー名、パスワードを取得しま
す。
MQTTおよびMQTTブローカーの詳細については、AXIS OS knowledge base (AXIS OS知識
ベース)を参照してください。

AXIS Speed Monitorをインストールした装置のwebインターフェースで、以下のようにMQTTクラ
イアントを設定します。
1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[MMQQTTTT]] >> [[MMQQTTTT cclliieenntt ((MMQQTTTTククラライイアアンントト))]] >> [[BBrrookkeerr ((ブブロローー
カカーー))]] に移動し、次の情報を入力します。
– [[ホホスストト]]:ブローカーのIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD)): 装置のID
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)):ブローカーが設定したプロトコル
– ポポーートト:ブローカーが使用するポート番号
– ブローカーのUUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [ SSaavvee ((保保存存)) ]をクリックし、[ CCoonnnneecctt ((接接続続)) ]をクリックします。
以下のように、レーダーデータをペイロードとしてMQTTブローカーにパブリッシュする条件を作
成します。
3. [SSyysstteemm >> MMQQTTTT >> MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((シシスステテムム >> MMQQTTTT >> MMQQTTTTパパブブリリッッシシュュ))] に移動
し、[++ AAdddd ccoonnddiittiioonn ((++ 条条件件のの追追加加))] をクリックします。
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4. [AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の条件のリストで、[SSppeeeedd MMoonniittoorr:: TTrraacckk eexxiitteedd
zzoonnee ((SSppeeeedd MMoonniittoorr:: 出出たたゾゾーーンンをを追追跡跡))] を選択します。

これで、装置はシナリオから出る動く物体ごとにレーダー航跡に関する情報を送信できます。す
べての物体には、rrmmdd__zzoonnee__nnaammee、ttrraacckkiinngg__iidd、ttrriiggggeerr__ccoouunnttなどの独自のレーダー航跡パ
ラメーターがあります。パラメーターの全リストは、AXIS Speed Monitorユーザーマニュアルに記
載されています。

MMQQTTTTをを使使用用ししててナナンンババーーププレレーートトととレレーーダダーーデデーータタをを送送信信ししまますす。。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Cameraを AXIS License Plate Verifierアプリケーションおよび
レーダーデータとともに使用して、融合されたレーダーとナンバープレートの情報をMQTTブロー
カーに送信します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• お使いのQ1686-DLEにAXIS License Plate Verifierをインストールします。
• MQTTブローカーを設定し、ブローカーのIPアドレス、ユーザー名、パスワードを取得しま
す。
MQTTおよびMQTTブローカーの詳細については、AXIS OS knowledge base (AXIS OS知識
ベース)を参照してください。

AXIS License Plate Verifierをインストールした装置のwebインターフェースで、以下のようにMQTT
クライアントを設定します。
1. [[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[MMQQTTTT]] >> [[MMQQTTTT cclliieenntt ((MMQQTTTTククラライイアアンントト))]] >> [[BBrrookkeerr ((ブブロローー
カカーー))]] に移動し、次の情報を入力します。
– [[ホホスストト]]:ブローカーのIPアドレス
– CClliieenntt IIDD ((ククラライイアアンントトIIDD)): 装置のID
– PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル)):ブローカーが設定したプロトコル
– ポポーートト:ブローカーが使用するポート番号
– ブローカーのUUsseerrnnaammee ((ユユーーザザーー名名)) と PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))

2. [ SSaavvee ((保保存存)) ]をクリックし、[ CCoonnnneecctt ((接接続続)) ]をクリックします。
以下のように、ALPVとレーダーデータをペイロードとしてMQTTブローカーにパブリッシュする条
件を作成します。
3. [SSyysstteemm >> MMQQTTTT >> MMQQTTTT ppuubblliiccaattiioonn ((シシスステテムム >> MMQQTTTT >> MMQQTTTTパパブブリリッッシシュュ))] に移動
し、[++ AAdddd ccoonnddiittiioonn ((++ 条条件件のの追追加加))] をクリックします。

4. 条件リストの [RRaaddaarr mmoottiioonn ((レレーーダダーーのの動動きき))] で、[LLiicceennssee ppllaattee aanndd rraaddaarr ((ナナンンババーー
ププレレーートトととレレーーダダーー))] を選択します。

5. [追追加加] をクリックします。

車車両両がが逆逆走走ししてていいるる場場合合はは、、録録画画ををトトリリガガーーししまますす。。

この例では、レーダーが車両の逆走を検知した場合に録画をトリガーし、SDカードにビデオを録
画する方法を説明します。

開始する前に、以下をご確認ください。
• SDカードが装着されていることを確認します。

レレーーダダーーににシシナナリリオオをを追追加加すするる:
1. [RRaaddaarr >> SScceennaarriiooss ((レレーーダダーー >>シシナナリリオオ))] に移動します。
2. [++ AAdddd sscceennaarriioo ((シシナナリリオオをを追追加加))] をクリックします。
3. シナリオの名前を入力します。
4. [LLiinnee ccrroossssiinngg ((ラライインン横横断断))] を選択します。
5. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
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6. 物体が2本のラインを横切ったときにアラームがトリガーされるようにするには、[RReeqquuiirree
ccrroossssiinngg ooff ttwwoo lliinneess ((22本本ののラライインンをを横横断断すするるここととがが必必要要))] をオンにします。

7. シーン内にラインを配置します。
マウスを使用して、ラインを移動したり形状を変更したりします。

8. 検知方向を変更するには、[CChhaannggee ddiirreeccttiioonn ((方方向向のの変変更更))] をオンにします。
9. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
10. 検知設定を追加します。
10.1. [MMaaxx ttiimmee bbeettwweeeenn ccrroossssiinnggss ((ラライインン横横断断間間のの最最大大時時間間))] で、最初のラインを横

切ってから2番目のラインを横切るまでの最大時間を設定します。
10.2. [TTrriiggggeerr oonn oobbjjeecctt ttyyppee ((トトリリガガーーををオオンンににすするる物物体体ののタタイイププ))] で、車両でトリ

ガーすることを選択します。
10.3. [SSppeeeedd lliimmiitt ((速速度度制制限限))] で、速度制限の範囲を追加します。

11. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
12. [MMiinniimmuumm ttrriiggggeerr dduurraattiioonn ((最最小小トトリリガガーー継継続続時時間間))] でアラームの最小継続時間を設定し
ます。
デフォルト値は2秒に設定されています。物体が2本のラインを横切るたびにシナリオをト
リガーする場合は、継続時間を0秒にします。

13. [保保存存] をクリックします。
録録画画ををトトリリガガーーすするるルルーールルのの作作成成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストの [RRaaddaarr mmoottiioonn ((レレーーダダーーのの動動きき))] で、作成したシナリオを選択します。
4. アクションのリストで、[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] の [RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee
((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間､､ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。

5. ストレージオプションのリストで、[SSDD__DDIISSKK] を選択します。
6. [CCaammeerraa 11 ((カカメメララ11))] を選択します。
7. プリバッファ時間を5秒に設定します。
8. ポストバッファを30秒に設定します。
9. [保保存存] をクリックします。

車車両両がが逆逆走走ししたた場場合合にに、、テテキキスストトオオーーババーーレレイイををトトリリガガーーすするる

開始する前に、以下をご確認ください。
• カメラは、取り付けの推奨事項に従って適切な方法で配置する必要があります。
取り付けの推奨事項, on page 13を参照してください

Add a rule (ルールの追加):
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で [LLiicceennssee ppllaattee aanndd rraaddaarr ((ナナンンババーーププレレーートトととレレーーダダーー))] を選択し
ます。

4. 方向を選択します。
5. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる))] を選択し
ます。

6. [Video channels (ビデオチャンネル)] を選択します。
7. [TTeexxtt ((テテキキスストト))] で、オーバーレイに表示するメッセージを入力します。
8. [DDuurraattiioonn ((時時間間))] で、テキストオーバーレイを表示する時間を入力します。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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9. [保保存存] をクリックします。

音声

録録画画にに音音声声をを追追加加すするる

音声をオンにする:
1. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> AAuuddiioo ((ビビデデオオ>>スストトリリーームム>>音音声声))] に移動し、音声を対象に含めま
す。

2. 装置に複数の入力ソースがある場合は、ソースで適切なソソーーススを選択します。
3. [AAuuddiioo >> DDeevviiccee sseettttiinnggss ((音音声声 >>デデババイイススのの設設定定))] に移動し、適切な入力ソースをオンに
します。

4. 入力ソースを変更する場合は、[AAppppllyy cchhaannggeess ((変変更更をを適適用用すするる))] をクリックします。

録画に使用するストリームプロファイルを編集します:
5. [SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> SSttrreeaamm pprrooffiilleess ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル))] に移動し、ストリーム
プロファイルを選択します。

6. IInncclluuddee aauuddiioo ((音音声声をを含含めめるる)) を選択してオンにします。
7. [保保存存] をクリックします。

ネネッットトワワーーククススピピーーカカーーにに接接続続すするる

ネットワークスピーカーペアリングを使用すると、対応するAxisネットワークスピーカーを、カメ
ラに直接接続されているかのように使用できます。ペアリングされると、スピーカーは音声出力
装置として機能し、カメラを通して音声クリップを再生したり、音声を送信したりできます。

重要
この機能をビデオ管理ソフトウェア (VMS) と共に使用するには、まずカメラをネットワークス
ピーカーとペアリングしてから、カメラをVMSに追加する必要があります。

カカメメララををネネッットトワワーーククススピピーーカカーーととペペアアリリンンググすするる
1. [SSyysstteemm >> EEddggee--ttoo--eeddggee >> PPaaiirriinngg ((シシスステテムム>>エエッッジジツツーーエエッッジジ>>ペペアアリリンンググ))] に移
動します。

2. [ AAdddd ((追追加加))] をクリックし、ドロップダウンリストからペアリングタイプの [AAuuddiioo
((音音声声))] を選択します。

3. [SSppeeaakkeerr ppaaiirriinngg ((ススピピーーカカーーののペペアアリリンンググ))] を選択します。
4. ネットワークスピーカーのIPアドレス、ユーザー名とパスワードを入力します。
5. [接接続続] をクリックします。確認メッセージが表示されます。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプに移動します。
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詳細情報

長距離接続

本製品は、メディアコンバータを経由した光ファイバーケーブルの設置に対応しています。光
ファイバーケーブルを設置すると、次のようなメリットが得られます。
• 長距離接続
• 高速
• 長寿命
• 大容量のデータ送信
• 電磁干渉耐性

光ファイバーケーブルの設置の詳細については、axis.com/learning/white-papersのホワイトペー
パー「長距離監視 -ネットワークビデオにおける光ファイバー通信」を参照してください。

メディアコンバータの設置方法の詳細については、本製品の『インストールガイド』を参照して
ください。

リモートフォーカス/ズーム

リモートフォーカス/ズーム機能を使用すると、コンピューターからカメラのフォーカスとズーム
を調整することができます。カメラの設置場所に行かなくても、シーンのフォーカス、画角、解
像度を最適化できる便利な方法です。

プライバシーマスク

プライバシーマスクは、監視領域の一部を隠すユーザー定義のエリアです。ビデオストリームで
は、プライバシーマスクは塗りつぶされたブロックまたはモザイク模様として表示されます。

プライバシーマスクは、すべてのスナップショット、録画されたビデオ、ライブストリームに表
示されます。

VAPIX®アプリケーションプログラミングインターフェース (API) を使用して、プライバシーマスク
を非表示にすることができます。

重要
複数のプライバシーマスクを使用すると、製品のパフォーマンスに影響する場合があります。

複数のプライバシーマスクを作成できます。各マスクには3～10個のアンカーポイントを設定でき
ます。

オーバーレイ

オーバーレイは、ビデオストリームに重ねて表示されます。オーバーレイは、タイムスタンプな
どの録画時の補足情報や、製品のインストール時および設定時の補足情報を表示するために使用
します。テキストまたは画像を追加できます。

ビデオストリーミングインジケーターは、別のタイプのオーバーレイです。これは、ライブ
ビューのビデオストリームが動作中であることを示します。

ストリーミングとストレージ

ビビデデオオ圧圧縮縮形形式式

使用する圧縮方式は、表示要件とネットワークのプロパティに基づいて決定します。以下から選
択を行うことができます。

MMoottiioonn JJPPEEGG
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注
Opus音声コーデックを確実にサポートするために、Motion JPEGストリームが常にRTP経由で送
信されます。

Motion JPEGまたはMJPEGは、個々のJPEG画像の連続で構成されたデジタルビデオシーケンスで
す。これらの画像は、十分なレートで表示、更新されることで、連続的に更新される動きを表示
するストリームが作成されます。人間の目に動画として認識されるためには、1秒間に16以上の画
像を表示するフレームレートが必要になります。フルモーションビデオは、1秒間に30フレーム
(NTSC) または25フレーム (PAL) で動画と認識されます。

Motion JPEGストリームは、かなりの帯域幅を消費しますが、画質に優れ、ストリームに含まれる
すべての画像にアクセスできます。

HH..226644ままたたははMMPPEEGG--44 PPaarrtt 1100//AAVVCC

注
H.264はライセンスされた技術です。このAxis製品には、H.264閲覧用のクライアントライセン
スが1つ添付されています。ライセンスされていないクライアントのコピーをインストールする
ことは禁止されています。ライセンスを追加購入するには、Axisの販売代理店までお問い合わ
せください。

H.264を使用すると、画質を損なうことなく、デジタル映像ファイルのサイズを削減でき、Motion
JPEG形式の場合と比較すると80%以上、従来のMPEG形式と比較すると50%以上を削減できます。
そのため、ビデオファイルに必要なネットワーク帯域幅やストレージ容量が少なくなります。ま
た、別の見方をすれば、より優れた映像品質が同じビットレートで得られることになります。

HH..226655ままたたははMMPPEEGG--HH PPaarrtt 22//HHEEVVCC

H.265を使用すると、画質を損なうことなくデジタルビデオファイルのサイズを削減でき、H.264
に比べて25％以上縮小することができます。

注
• H.265はライセンスされた技術です。このAxis製品には、H.265閲覧用のクライアントライセ
ンスが1つ添付されています。ライセンスされていないクライアントのコピーをインストー
ルすることは禁止されています。ライセンスを追加購入するには、Axisの販売代理店までお
問い合わせください。

• ほとんどのWebブラウザはH.265のデコードに対応していないため、カメラはWebインター
フェースでH.265をサポートしていません。その代わり、H.265のデコーディングに対応し
た映像管理システムやアプリケーションを使用できます。

画画像像、、スストトリリーームム、、おおよよびびスストトリリーームムププロロフファァイイルルのの各各設設定定のの相相互互関関連連性性ににつついいてて

[IImmaaggee ((画画像像))] タブには、製品からのすべてのビデオストリームに影響を与えるカメラ設定が含ま
れています。このタブで変更した内容は、すべてのビデオストリームと録画にすぐに反映されま
す。

[SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] タブには、ビデオストリームの設定が含まれています。解像度やフレーム
レートなどを指定せずに、製品からのビデオストリームを要求している場合は、これらの設定が
使用されます。[SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] タブで設定を変更すると、実行中のストリームには影響し
ませんが、新しいストリームを開始したときに有効になります。

[SSttrreeaamm pprrooffiilleess ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル))] の設定は、[SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] タブの設定よりも
優先されます。特定のストリームプロファイルを持つストリームを要求すると、ストリームにそ
のプロファイルの設定が含まれます。ストリームプロファイルを指定せずにストリームを要求し
た場合、または製品に存在しないストリームプロファイルを要求した場合、ストリームに [SSttrreeaamm
((スストトリリーームム)) タブの設定が含まれます。

ビビッットトレレーートト制制御御

ビットレート制御で、ビデオストリームの帯域幅の使用量を管理することができます。

可可変変ビビッットトレレーートト ((VVBBRR))

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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可変ビットレートでは、シーン内の動きのレベルに基づいて帯域幅の使用量が変化します。シー
ン内の動きが多いほど、多くの帯域幅が必要です。ビットレートが変動する場合は、一定の画質
が保証されますが、ストレージのマージンを確認する必要があります。

最最大大ビビッットトレレーートト（（MMBBRR））
最大ビットレートでは、目標ビットレートを設定してシステムのビットレートを制限することが
できます。瞬間的なビットレートが指定した目標ビットレート以下に保たれていると、画質また
はフレームレートが低下することがあります。画質とフレームレートのどちらを優先するかを選
択することができます。目標ビットレートは、予期されるビットレートよりも高い値に設定する
ことをお勧めします。これにより、シーン内で活動レベルが高い場合にマージンを確保します。

1 目標ビットレート

平平均均ビビッットトレレーートト（（AABBRR））
平均ビットレートでは、より長い時間スケールにわたってビットレートが自動的に調整されま
す。これにより、指定した目標を達成し、使用可能なストレージに基づいて最高画質のビデオを
得ることができます。動きの多いシーンでは、静的なシーンと比べてビットレートが高くなりま
す。平均ビットレートオプションを使用すると、多くのアクティビティがあるシーンで画質が向
上する可能性が高くなります。指定した目標ビットレートに合わせて画質が調整されると、指定
した期間 (保存期間)、ビデオストリームを保存するために必要な総ストレージ容量を定義できま
す。次のいずれかの方法で、平均ビットレートの設定を指定します。

• 必要なストレージの概算を計算するには、目標ビットレートと保存期間を設定します。
• 使用可能なストレージと必要な保存期間に基づいて平均ビットレートを計算するには、目
標ビットレートカリキュレーターを使用します。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

平均ビットレートオプションの中で、最大ビットレートをオンにし、目標ビットレートを指定す
ることもできます。

1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

分析機能とアプリ

分析機能とアプリを使用することで、Axisデバイスをより活用できます。AXIS Camera Application
Platform (ACAP) は、サードパーティによるAxisデバイス向けの分析アプリケーションやその他の
アプリの開発を可能にするオープンプラットフォームです。アプリとしては、デバイスにプリイ
ンストール済み、無料でダウンロード可能、またはライセンス料が必要なものがあります。

Axisの分析機能とアプリのユーザーマニュアルは、help.axis.comから参照できます。

注
• 同時に複数のアプリケーションを実行できますが、互いに互換性がないアプリケーション
もあります。アプリケーションの特定の組み合わせによっては、並行して実行すると過度
の処理能力やメモリーリソースが必要になる場合があります。展開する前に、各アプリを
組み合わせて実行できることを確認してください。

AAXXIISS OObbjjeecctt AAnnaallyyttiiccss

AXIS Object Analyticsは、カメラにあらかじめ組み込まれている分析アプリケーションです。AXIS
Object Analyticsは、シーン内で動く物体を検知し、人や車両などとして分類します。さまざまな
タイプの物体にアラームを送信するようにアプリケーションを設定できます。アプリケーション
の動作の詳細については、AXIS Object Analyticsユーザーマニュアルを参照してください。

AAXXIISS IImmaaggee HHeeaalltthh AAnnaallyyttiiccss

AIベースのアプリケーション「AXIS Image Health Analytics」により、画像の劣化や改ざんの試み
を検知することができます。このアプリケーションにより、シーンの動作を分析して学習するこ
と、画像のぼやけや露出不足を検知すること、また遮られた視界や方向転換した視界を検知する

kbit/s

s

1

2

kbit/s

s

1

2
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ことができます。検知された対象に対してイベントを送信するようにアプリケーションを設定
し、カメラのイベントシステムまたはサードパーティ製ソフトウェアを通じてアクションをトリ
ガーすることができます。

アプリケーションの動作の詳細については、AXIS Image Health Analyticsユーザーマニュアルを参
照してください。

メメタタデデーータタのの可可視視化化

分析メタデータは、シーン内の動く物体に使用できます。サポートされている物体クラスが、物
体のタイプと分類の信頼度に関する情報と共に、物体を囲む境界ボックスにより、ビデオスト
リームに可視化されます。分析メタデータの設定および使用方法の詳細については、AXIS Scene
Metadata統合ガイドを参照してください。

サイバーセキュリティ

サイバーセキュリティに関する製品固有の情報については、axis.comの製品データシートを参照し
てください。

AXIS OSのサイバーセキュリティの詳細情報については、『AXIS OS強化ガイド』を参照してくだ
さい。

AAxxiissセセキキュュリリテティィ通通知知ササーービビスス

Axisは、Axis装置に関する脆弱性やその他のセキュリティ関連事項についての情報を提供する通知
サービスを運営しています。通知を受け取るには、axis.com/security-notification-serviceで購読手
続きを行うことができます。

脆脆弱弱性性のの管管理理

お客様の脆弱性リスクを最小限に抑えるため、AxisはCCVVEE ((共共通通脆脆弱弱性性識識別別子子)) 採採番番機機関関として業
界標準に従って、装置、ソフトウェア、およびサービスで発見された脆弱性の管理と対応を行っ
ています。 Axisの脆弱性管理ポリシー、脆弱性の報告方法、すでに公開されている脆弱性、対応
するセキュリティ勧告の詳細については、axis.com/vulnerability-managementをご覧ください。

AAxxiiss装装置置ののセセキキュュアアなな動動作作

工場出荷時の設定のAxis装置は、セキュアなデフォルトの保護メカニズムで事前に設定されていま
す。装置の設置時には、より多くのセキュリティ設定を使用することをお勧めします。装置のセ
キュリティを確保するためのベストプラクティス、リソース、ガイドラインなど、Axisのサイバー
セキュリティに対する取り組みの詳細については、axis.com/about-axis/cybersecurityをご覧くだ
さい。
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仕様

製品概要

1 ウェザーシールド
2 ウィンドウ
3 レーダー
4 光センサー
5 赤外線照明LED
6 光学ユニット
7 ケーブルカバー
8 侵入アラームセンサー
9 安全ワイヤー
10侵入アラームマグネット

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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1 I/Oコネクター
2 RS485/RS422コネクター
3 電源コネクター
4 ネットワークコネクタ (PoE)
5 microSDカードスロット
6 音声出力
7 音声入力
8 ステータスLED
9 コントロールボタン
10ケーブルガスケットM20 ×2

LEDインジケーター

注
• ステータスLEDは、イベントの発生時に点滅させることができます。
• ケーシングを閉じると、LEDは消灯します。

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

消灯 接続時および正常動作時です。

緑 起動後正常に動作する場合、10秒間、緑色に点灯します。

オレンジ 起動時に点灯し、装置のソフトウェアのアップグレード中、または工場
出荷時の設定にリセット中に点滅します。

オレンジ/赤 ネットワーク接続が利用できないか、失われた場合は、オレンジ色/赤色
で点滅します。

赤 装置のソフトウェアのアップグレードに失敗しました。

SDカードスロット

本装置は、microSD/microSDHC/microSDXCカードに対応しています。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。
microSD、microSDHC、microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標ま
たは登録商標です。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 50を
参照してください。

• インターネット経由でワンクリッククラウド接続 (O3C) サービスに接続します。接続する
には、ボタンを押してから放し、ステータスLEDが緑色に3回点滅するまで待ちます。

侵侵入入アアララーームムススイイッッチチ

侵入警告スイッチを使用して、誰かが装置のハウジングを開いたときに通知を受け取ることがで
きます。スイッチがアクティブになったときに装置がアクションを実行するようにするための
ルールを作成します。囲いが開かれたときに通知をトリガーする, on page 33を参照してくださ
い。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet Plus (PoE+) 対応RJ45イーサネットコネクター

音音声声ココネネククタターー

• 音音声声入入力力 - モノラルマイクロフォンまたはラインインモノラル信号用 (左チャンネルはステ
レオ信号で使用) 3.5 mm入力。

• 音音声声入入力力 - デジタルマイクロフォン、アナログモノラルマイクロフォンまたはラインイン
モノラル信号用 (左チャンネルはステレオ信号で使用) 3.5 mm入力。

• 音音声声出出力力 - 3.5 mm音声 (ラインレベル) 出力 (パブリックアドレス (PA) システムまたはアン
プ内蔵アクティブスピーカーに接続可能)。音声出力には、ステレオコネクタを使用する必
要があります。

音音声声入入力力

11 チチッッププ 22 リリンンググ 33ススリリーーブブ

アンバランス型マイクロフォン (エレク
トレット電源あり、なし) またはライン
入力

選択されている場合、エレクトレット
電源

アース

バランス型マイクロフォン (ファントム
電源あり、なし) またはライン入力、
「ホット」信号

バランス型マイクロフォン (ファント
ム電源あり、なし) またはライン入
力、「コールド」信号

アース

デジタル信号 選択されている場合、リング電源 アース

音音声声出出力力

11 チチッッププ 22 リリンンググ 33ススリリーーブブ

チャンネル1、アンバランス型ライン、
モノラル

チャンネル1、アンバランス型ライ
ン、モノラル

アース

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

状状態態監監視視入入力力 -- デジタル入力のいたずらを検知する機能が有効になります。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

6ピンターミナルブロック

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用できま
す。

12VDC
最大負荷 = 50 mA

設定可能 (入
力または出
力)

3–6 デジタル入力/状態監視 –動作させるにはピン1に
接続し、動作させない場合はフロート状態 (未接
続) のままにします。状態監視を使用するには、
終端抵抗器を設置します。抵抗器を接続する方法
については、接続図を参照してください。

0～30 VDC (最大)

デジタル出力 –アクティブ時はピン1 (DCアース)
に内部で接続し、非アクティブ時はフロート状態
(未接続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護するため
に、負荷と並列にダイオードを接続します。

0～30 VDC (最大)、
オープンドレイン、
100 mA

例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大50 mA
3 I/O (状態監視として設定)
4 I/O (出力として設定)

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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5 設定可能I/O
6 設定可能I/O

電電源源ココネネククタターー

DC電源入力用2ピンターミナルブロック。定格出力が100 W以下または5 A以下の安全特別低電圧
(SELV) に準拠した有限電源 (LPS) を使用してください。

RRSS448855//RRSS442222ココネネククタターー

RS485/RS422シリアルインターフェース用2ピンターミナルブロック×2。

シリアルポートの設定により、次のモードをサポート可能。

• 2ワイヤーRS485半二重
• 4ワイヤーRS485全二重
• 2ワイヤーRS422単方向
• 4ワイヤーRS422全二重ポイントツーポイント通信

機機能能 メメモモ

RS485/RS422 TX(A) RS422および4ワイヤーRS485のTXペア

RS485/RS422 TX(B)

RS485AまたはRS485/
422 RX(A)

すべてのモードのRXペア (2ワイヤーRS485のRX/TXペア)

RS485BまたはRS485/
422 RX(B)

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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装置を清掃する

装置はぬるま湯で洗浄できます。

注意
• 強力な化学薬品は装置を損傷する可能性があります。窓ガラス用洗剤やアセトンなどの化
学薬品を使用して装置をクリーニングしないでください。

• シミの原因となるため、直射日光や高温下での清掃は避けてください。
1. 圧縮空気を使用すると、装置からほこりやごみを取り除くことができます。
2. 必要に応じて、ぬるま湯に浸した柔らかいマイクロファイバーの布で装置を清掃してくだ
さい。

3. シミを防ぐために、きれいな非研磨性の布で装置から水分を拭き取ってください。

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

警警告告
本製品は有害な光を放射することがあります。眼に有害となる可能性があります。動作ラン

プを凝視しないでください。

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 44を参照して
ください。

3. ステータスLEDインジケーターがオレンジで点滅するまでコントロールボタンを15～30秒
間押し続けます。

4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま
す。ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合、装置のIPアドレスのデフォルトは次のい
ずれかになります。
– AAXXIISS OOSS 1122..00以以降降のの装装置置:: リンクローカルアドレスサブネット（169.254.0.0/16）か

ら取得
– AAXXIISS OOSS 1111..1111以以前前のの装装置置:: 192.168.0.90/24

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、装置へのアクセスを行います。
axis.com/supportのサポートページに、インストールおよび管理ソフトウェアツールが用意
されています。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

AXIS OSのオプション

Axisは、アクティブトラックまたは長期サポート (LTS) トラックのどちらかに従って、装置のソフ
トウェアの管理を提供します。アクティブトラックでは、最新の製品機能すべてに常時アクセス
できますが、LTSトラックの場合、バグフィックスやセキュリティ更新に重点を置いた定期的リ
リースが提供される固定プラットフォームを使用します。

最新の機能にアクセスする場合や、Axisのエンドツーエンドシステム製品を使用する場合は、アク
ティブトラックのAXIS OSを使用することをお勧めします。最新のアクティブトラックに対して継
続的な検証が行われないサードパーティの統合を使用する場合は、LTSトラックをお勧めします。
LTSにより、大きな機能的な変更や既存の統合に影響を与えることなく、サイバーセキュリティを
維持することができます。Axis装置のソフトウェア戦略の詳細については、axis.com/support/
device-softwareにアクセスしてください。

AXIS OSの現在のバージョンを確認する

装置の機能はAXIS OSによって決まります。問題のトラブルシューティングを行う際は、まずAXIS
OSの現在のバージョンを確認することをお勧めします。最新バージョンには、特定の問題の修正
が含まれていることがあります。

AXIS OSの現在のバージョンを確認するには:

1. 装置のwebインターフェース> [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] に移動します。
2. [DDeevviiccee iinnffoo ((デデババイイスス情情報報))] で、AXIS OSのバージョンを確認します。
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AXIS OSをアップグレードする

重要
• デバイスソフトウェアのアップグレードでは、既定の設定とカスタマイズ設定が保存され
ます。Axis Communications ABは、新しいAXIS OSバージョンで機能が利用可能であって
も、設定が保存されることを保証できません。

• AXIS OS 12.6以降、お使いのデバイスの現在のバージョンからアップグレードバージョンま
でのすべてのLTSバージョンをインストールする必要があります。たとえば、現在インス
トールされているデバイスソフトウェアのバージョンがAXIS OS 11.2の場合、
デバイスをAXIS OS 12.6にアップグレードする前に、LTSバージョンであるAXIS OS 11.11を
インストールする必要があります。詳しくは、AXIS OS Portal: アップグレードパスを参照し
てください。

• アップグレードプロセス中は、デバイスを電源に接続したままにしてください。

注
• アクティブトラックのAXIS OSの最新バージョンで装置をアップグレードすると、製品に最
新機能が追加されます。アップグレードする前に、AXIS OSと共に提供されるアップグレー
ド手順とリリースノートを必ずお読みください。AXIS OSの最新バージョンとリリースノー
トについては、axis.com/support/device-softwareにアクセスしてください。

1. AXIS OSのファイルをコンピューターにダウンロードします。これらのファイルはaxis.com/
support/device-softwareから無料で入手できます。

2. デバイスに管理者としてログインします。
3. [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>[[AAXXIISS OOSS uuppggrraaddee ((AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド))]] に移動
し、[UUppggrraaddee ((アアッッププググレレーードド))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。

技術的な問題と解決策

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド時時のの問問題題

AAXXIISS OOSSアアッッププググレレーードド失失敗敗

アップグレードに失敗した場合、装置は前のバージョンを再度読み込みます。最も一般的な理由
は、AXIS OSの間違ったファイルがアップロードされた場合です。装置に対応したAXIS OSの
ファイル名であることを確認し、再試行してください。

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド後後のの問問題題

アップグレード後に問題が発生する場合は、[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))] ページから、以前
にインストールされたバージョンにロールバックします。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる

AXIS Q1686-DLE Radar-Video Fusion Camera

https://www.help.axis.com/axis-os#upgrade-path
https://www.axis.com/support/device-software
https://www.axis.com/support/device-software
https://www.axis.com/support/device-software


52

IIPPアアドドレレススをを設設定定ででききなないい

• デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコンピューターのIPアドレ
スが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを設定することはできません。ネット
ワーク管理者に連絡して、適切なIPアドレスを取得してください。

• そのIPアドレスは別のデバイスで使用されている可能性があります。以下の手順で確認し
てください。
1. デバイスをネットワークから切断します。
2. コマンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスのIPアド

レスを入力します。
3. Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...という応答を受取った場

合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスがすでに使われている可能
性があります。ネットワーク管理者から新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再
度インストールしてください。

4. Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIPアドレスを使用
できます。この場合は、すべてのケーブル配線をチェックし、デバイスを再度イ
ンストールしてください。

• 同じサブネット上の別のデバイスとIPアドレスの競合が発生している可能性があります。
DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは静的IPアドレス
を使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別のデバイスでも使用されている
と、デバイスへのアクセスに問題が発生する可能性があります。

デデババイイススへへののアアククセセススのの問問題題

ブブララウウザザかかららデデババイイススににアアククセセススすするる際際、、ロロググイインンででききなないい

HTTPSが有効になっている場合、ログインを試行するときに正しいプロトコル (HTTPまたは
HTTPS) を使用していることを確認します。場合によっては、ブラウザのアドレスフィールドに
手動でhttpまたはhttpsを入力する必要があります。

rootアカウントのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工場出荷時の設定にリセットする必要
があります。手順については、工場出荷時の設定にリセットする, on page 50を参照してくださ
い。

DDHHCCPPにによよっっててIIPPアアドドレレススがが変変更更さされれたた

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更されることがあります。
IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用してデバイス
のネットワーク上の場所を特定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいは
DNS名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

必要に応じて、静的なIPアドレスを手動で割り当てることができます。手順については、axis.
com/supportにアクセスしてください。

IIEEEEEE 880022..11XX使使用用時時のの証証明明書書エエララーー

認証を正しく行うには、Axisデバイスの日付と時刻をNTPサーバーと同期させなければなりませ
ん。[SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻))] に移動します。

ブブララウウザザががササポポーートトさされれてていいまませせんん

推奨ブラウザの一覧は、ブラウザーサポート, on page 16を参照してください。
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外外部部かかららデデババイイススににアアククセセススででききまませせんん

装置に外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを使用
することをお勧めします。

• AXIS Camera Station Pro:90日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適
です。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

MMQQTTTTのの問問題題

MMQQTTTTオオーーババSSSSLLをを使使用用ししててポポーートト88888833経経由由でで接接続続ででききなないい

ファイアウォールは、ポート8883を使用する通信を安全ではないとみなし、ブロックします。

場合によっては、サーバー/ブローカーによってMQTT通信用に特定のポートが提供されていない
可能性があります。この場合でも、HTTP/HTTPSトラフィックに通常使用されるポート経由で
MQTTを使用できる場合もあります。

• サーバー/ブローカーが、通常はポート443経由で、
WebSocket/WebSocket Secure (WS/WSS) をサポートしている場合は、代わりにこのプロ
トコルを使用してください。サーバー/ブローカープロバイダーに問い合わせて、
WS/WSSがサポートされているかどうか、どのポートと基本パスを使用するかを確認して
ください。

• サーバー/ブローカーがALPNをサポートしている場合、MQTTの使用は443などのオープ
ンポートでネゴシエートできます。ALPNのサポートの有無、使用するALPNプロトコルと
ポートについては、サーバー/ブローカーのプロバイダーに確認してください。

デデババイイススのの動動作作にに関関すするる問問題題

フフロロンントトヒヒーータターーととワワイイパパーーがが作作動動ししてていいなないい

フロントヒーターまたはワイパーがオンにならない場合は、上部カバーがハウジングユニットの
底部に正しく固定されているか確認してください。

このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerr使使用用時時ののオオーーババーーレレイイのの問問題題

ナンバープレート
オーバーレイは、装
置の画面上のコント
ロールでは使用でき
ません

AXIS License Plate Verifierをインストールした後、ナンバープレートオー
バーレイを装置の画面上のコントロールで使用できない場合は、装置を
再起動してください。

[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))] ページに移動して、[RReessttaarrtt ((再再起起動動))] を
クリックします。

装置の画面上のコン
トロールでナンバー
プレートオーバーレ
イに速度が表示され
ない

AXIS License Plate Verifierをインストールした後、ナンバープレートオー
バーレイに速度が表示されない場合は、装置の取り付け高さがWebイン
ターフェースで正しく設定されていることを確認してください。

装置の設置高さを設定するには、[RRaaddaarr >> SSeettttiinnggss >> GGeenneerraall >>
MMoouunnttiinngg hheeiigghhtt ((レレーーダダーー >>設設定定 >>全全般般 >>取取りり付付けけ高高ささ))] に移動し
ます。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項

考慮すべき最も重要な要因:
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• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。
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